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要旨

施設で生活す る思春期肢体不 自由児 が、 どのよ うな体験を通 してどのよ うに自分 自身の

「性 と生」にっいて考 えていたのか を明 らかにす ることを目的に本研 究を行 った。質的記

述的研究デザイ ンを用い、思春期 に施設で生活 を していた身体 に障がいを持っ成人5名 に

半構成的面接 を行 い、以下6つ のテーマが見い出された。1.待 ちに待 った第二次性徴 を

迎 え、障がいを抱えて大人になる自分の性 について考 えた。(1)第 二次性徴 を大 きな成長

と受 けとめた上で、 自身の性 をどう生 きるのか考えるようになった。(2)第 二次性徴 によ

って生 じる身体的変化や周囲 との距離感の変化 に戸惑 っていた。2.他 者か ら身体的e医

療的ケアを受 けなければな らない状況 に差恥心や嫌悪感を抱き、 「私だって人間だもん」 と

思った。3.障 がい と共に他者 と集 団生活をせ ざるを得ない自分 たちへの大人の対応が納

得できなかった。4.障 がいのある自分 を見てい るr人 の 目が怖い」 と思った。5。 外 の

世界は怖 いけ ど、施設の狭い世界だ けでな くもっと世の中を知 りたかった。6.障 がいを

持って これか らど う生きていこ うか と自分 で考 え、 自分のペースで進 んでい こうと思った。

キ0ワ ー ド:性 と生、思春期肢体不 自由児、而施設

Abstract

Issuesan捜ChallengesontheSexuahtyofPhysicaHyDisaわ1eδAdolesce盤ceWhoLived

inaRehab丑itationCenter

P耀pose:Thisstudyaim.edtoexplorehowthephysicallydisabledadolescencewholived

inarehabilitationcenterthoughtovertheirsexualityandlivesthroughtheir

experiences.

MethodsAqualitativeinductivestudywasemployedtocollectandanalyzethedata.

Thedatawereobtainedthroughsemistructuredinterviewswithfivephysically

disabledpeoplewholivedinarehabilitationcenterduringadolescence.

Results:Theresultsshowedthefollowingregardingsexualityandlivesofphysically

disabledadolescencewholivedinarehabilitationcenter1)Atthetimeinterviewees

reachedadolescenceandfelthappytogetsecondarysexcharacteristics,theybeganto

thinkabouttheirsexualityandtheirfuturewithinthecontextoftheirowndisabilities.

2)Theyfeltashamedandhatefulreceivingofphysicalandmedicalcarefromothers

(sometimesoftheoppositesex)andfeltstrongly"EvenIamman/woman."3)Theycould

notbesatisfiedwithadvicesfromadultsaroundthembecausetheythoughttheadults

didnotunderstandthosewhohaddisabilitiesandalsolivedinagroup.4)Theyfelt

uneasy,thinkingthaポ`theeyesofothers'"werelookingatthembecausetheywere

physicallydisabled.5)Althoughtheysawtheworldoutsideofthecenterasfrightening,

theywantedtoknownotonlythesmallworldwithinthecenterbutalsothewiderworld

outsideofit.6)Theydecidedtoprogressattheirownpacesbasedonhowtheywould

makealivingwithgiventheirphysicaldisabilities.

Keywordsexuality,physicallydisabledadolescence,rehabilitationcenter
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1.序 論

1.研 究の背景及び動機

思春期 は、体 と心が大きく成長す る時期である。性ホルモ ンの分泌 によって身体形状 の

変化や生殖機能の成熟、そ して情緒への影響 も及 ぼす 「第二次性徴」が生 じ(鍛 治,1.`、

認知発達 により、抽象的かつ多面的な物 の見方や、考 え方が出来るよ うになる(P蓋 聡就,

1騒戯/199)。 さらに、 「自分 とは何 か」を闇い直し、友人や様々な人間関係 を通 して 「自

我同一性」 を確立 させてい くとも言 われ(E盛k80簸,1%0/1970、 社会的な発達 も遂げて

い く。 この ように思春期 は、 「第二次性徴」 をは じめ とす る成長発達 を通 し、 自身の 唯 」

や 「人生」 を受 けとめつつ他者 との関係の中で生 きる、「性 と生」を育む重要 な時期 と言わ

れている。

現在 、日本 の肢体不 自由児は5◎,loa人 と言われてい るが、その うち長期 リハ ビリや家庭

での養育困難等 を理 由に医療型障害児入所施設で生活 している子 どもがお り、全国に59か

所 の施設がある(全 国肢体不 自由児施設運営協議会,鶉011)。 そこで生活する思春期の子 ど

もは、身体に障がいがあることや施設生活そのものが、「第二次性徴 に伴 う心身の受け とめ」

及びr他 者 との生き方」に大 きく影響す ると、様々な分野 の文献 より推測 され る。

例 えば、医学や福祉の分野では、思春期の急激な成長は障がいのある身体に負荷をもた

らす 「か らだの危機」を招 くことが明 らかにされ(申 鳩,2◎03;木 全,Q11)、 看護の分野

では,肢 体不 自由児 の 「障がい受容」に影響 を与える体験 として、健常者 との比較や、公

共機 関で 塒 たせ る」 ことへの遠慮 といったネガテ ィブな体験の一方で、障がい理解が進

み、補助具 にプラスイメージを持つ等のポジティブな体験 もす ることが言われている(仁

宮,若 林,村 上,赤 沢,2◎08)。 そ して、児童福祉の分野では、家庭 と離れた場所で生活 を

続けてきた思春期の子 どもは、 自身の人生や境遇を振 り返 る 「生い立ちの整理」 を行 い、

そ の整理が将来像へ と繋が るこ と(大 野,coos)や 、施設 の特徴 となる共同生活が、董

恥心の発達 に影響を与えること(榊 原,藤 原,譲010)が 言われてい る。 しか し、施設 で生

活す る思春期肢体不 自由児の 「性 」に関する文献は少な く、性 に関す る体験記(小 山内,

1995;牛 山,古 谷,道 木,吉 永,20◎8)や 、性教育の事例紹介(岩 淵,任 海,永 野,2◎ ◎9)

がわずかに存在す るのみであった。

実際 に研究者 は、思春期肢体不 自由児が生活す る施設 の ヂ性 と生」の課題 を、看護 師 と

して子 ども達 と関わる中で明 らかにした(寺 本9×011)。 すなわち 「性 と生Jの 課題 とは、

機能障がいによって月経や射精の対処が上手 く出来 ないこ と、プライベー トゾーン(性 器

な ど水着で隠れる部分)を 隠せ る十分 なスペ0ス がない施設構造、そ して 自己肯定感の低

い子 どもや他者 との距離を上手 く保 てない子 どもが多 く生活 していることであった(寺 本,

2Q11)。 そ こで研究者 は、これ らの課題 を踏まえ、子 ども達 と共に考 え共に生きる力 を培 う

唯 と生の教室」を実施 し、この教室の評価 を目的 とした聞き取 り調査 を実施 した(寺 本,

露01慧)。その結果、生きることへの肯定的な気持 ちが表 出された一方で、噛 分が嫌い」、「人

間関係 は難 しい」、 「恋愛 ・結婚 ・出産ができるのか」等 の思春期肢体不 自由児の複雑 な思

いを初 めて聞 くことが出来た(寺 本,譲01幻 。 しか し思春期肢体不 自由児が、 どのよ うな体

験 を通 して第二次性徴 で変化す る自身 の障がい を持つ身体 と心を受け とめ、他者 との関係

性の中で どのよ うに生きようとしているのか、実態は明らかになっていない。
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長 い間、 日本社会をは じめ、「性」を語 ることが タブー視 されてきたが、近年では、「人

間は 自身の 『性』 を生涯発 達 させていく存在であ り、 自身 の認識 した 『性』 を踏 まえ、他

者 との関係の中で生きてい く」 との考え方が世界的潮流 となってい る(W◎ 撚A$s◎ ¢捻勧 簸

F◎ ≪f,1露 §)。そ して我が国においても、腱 やか親子21」 では思春期の課

題を掲げ、10代 の 自殺や人工妊娠 中絶、性感染症罹患の減少を目標に、命や性 に関す る教

育の普及や相談窓 口体制の強化等、「性」 と 「生」 を合わせた保健対策 と健康教育が全国的

に行 われている(財 団法人母子衛生研究会s露Ol3段)。

一方
、r能 障がいがある人 も性的な存在 であり、性の健康が保障 され るべきで ある」等

の障がい者 に対する性の権利 が国際的 に承認 されたのは ごく最近の ことであ り(外 務省,

20◎6)、 日本 ではその重要性はお ろか、思春期肢体不 自由児が性 を踏まえ生きてい る存在で

あるとい う意識は低い現状である。

近年 、障がいの重複化 、虐待や養育 困難 といった社会的な理由によ り、施設 に入所する

肢体不 自由児が増加 してお り、さらに入所期間が長期化 している(北 村,片 岡,中 俣,201Q)。

そのよ うな環境下で、思春期肢体不 自由児が どのよ うな体験 を通 して、 どの ように 牲 と

生」について考えていたのかを明 らかにすることは、重要であると考え られ る。

2.用 語の定義

C性 と生J

本研究では、施設 で生活 をす る思春期肢体不 自由児 において、第二次性徴で変化す る自

身の障がいを持っ身体 と心を受け とめ、その上で他者 との生き方を 自身で選択す る意味 と

して用いる。

3,研 究 目的

施設で生活 を送 る思春期肢体不 自由児 が、 どのよ うな体験を通 して、 どのよ うに自分 自

身の 「性 と生」について考 えていたのかを明 らかにす る。

4.研 究の意義

本研究において、肢体不 自由児施設で生活 をしている思春期の子 どもの 「性 と生」が明

らかになることによる意義は以下の通 りである。

1)施 設 で生活を送る肢体不 自由児が、 自らの性や人生(生)を 受けとめ、他者 との よ

り良い生き方を見出すための援助 について、実践の示唆を得ることができる。

2)思 春期肢体不 自由児の性を尊重 し、よ り良い他者 との生 き方へつなげるための 日常

的に行われる身体的ケアについて考え、実践す ることが出来 る。
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H.文 献検討

本研究 を進めるにあた り、1.性 とは、2.思 春期の子 どもの 「性 と生」、3.施 設で生

活す る思春期肢体不 自由児に焦点を当てて文献検討 を行った。

1.性 とは

性に関連す る言葉 として、 「セ ックス」「ジェンダー」 「セクシュア リティ」がある。

セ ックス とは、生殖に関す る生物学的に規定 された構造 ・機能上の差 と言われ(中 野,聾%)、

性別a生 殖 ・性 交等を含む と考 えられていた。 しか し、社会学や心理学の分野か らは、ジ

ェンダー、すなわち構造や機能 における性差だけで なく、生育過程 で社会的 ・文化的に作

られた性別 ・性役割があることが言われ、性的要素に含 まれ ることになった(上 瀬,露0璽0)。

そ して、セクシュア リテ ィとは、セ ックス とジェンダーを基盤 に現れ る性現象の全て(池

谷,1993)と 言われてお り0セ ックス ・ジェンダー を基盤 に存在す る人間同士が.性 衝動

などによって引き付けあい、関係 し合いなが らそれぞれがスキンシップ や灘 ミュニケーシ

藤ンとして表現することであるといわれてい る。

人間の性 は、「個人の身体 ・心理 ・社会 ・文化B歴 史等の体験 を通 して性 的な存在 として

の個人の考 え方 ・感 じ方 ・行為 を形作るものである」 とい うことが、数 々の 「性」 の定義

の中で共通に言われている(W㈱ks,19$6/1996;W磁 δH餓1癒 窃 欝鷺蜘 七醜 潟00窯;

性 の健康世界学会,2◎05)。 賃本の現代性教育に大 きな影響 を与えた 臆癒磯 ぬH(惣 鴨/

1972)は 「人間の身体の一部 としての性器や性行動の他に、他者 との人間的なつなが りや

愛情、友情 、融和感、思いや り、包容力な ど人間関係 にお ける祉会的 ・心理的側面やその

背景にある生育環境な ども全て含 まれ る」 と、性 を踏まえた個人同士が人 との関わ りの中

で どの様 に生きていくかが、人間の性 を捉 える上で重要であることを述べている。

2.思 春期の子 どもの 「性 と生」

1),思 春期 とは

思春期 とは、性成熟の開始か ら生殖機能が発揮 され るよ うになるまでの身体的な変化を

伴 う時期(P鋤 戯y)で あ り、また心理 ・社会的な成長 と性成熟を包含 した子 どもか ら大人

へ の成 長 期 間(A認 醗c繊cの で あ る と言 われ て い る(松 浦,露00馳W磁 δH¢a馳

0曙 鐡 麺就沁灘9窯014)。 そ して、精神 医学分析家 の 醗◎8(想 砿/欝7Dは 思春期 を、前思

春期(恥e麟 ◎1e$ce駕ε)・思春期初期(E躍 亙yad◎..)・ 思春期 中期(A感 ◎1¢s¢磁e¢

騨o脚 の ・思春期後期(Latead.◎1e$ce鍛ce)・ 後思春期(P◎就 滅 ◎1es総駕のと5つ に分 け、思

春期初期～思春期 中期 が思春期 の心身の発達を遂げる主要な時期であると定義 してい る。

思春期の年齢 については、 日本産婦人科学会@008)で は,8一 轡歳頃か ら 野 一18歳 頃

まで としているが、思春期の身体的発達 と特 に心理社会的発達は、時代や国の文化や経済

な どによって年齢幅 が異な り、 さらに、子 どもの健康状態 によって年齢 区分が異なること

も言われてい る(松 浦,20◎9)。

2)思 春期の子 どもの第二次性徴 と受け とめ

思春期 になると、下垂体か ら分泌 され る性腺刺激ホルモ ンと性腺 か ら分泌 され る性 ステ
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ロイ ドホルモ ンが上昇 し、第二次性徴 を発現e成 熟 させ る。男子 は精巣容量の増大か ら始

ま り、陰茎増大、陰毛発生 と進み(高 波,2004)、12歳 か ら13歳 にかけて60%以 上の男

児が精通 し、15歳 には90%の 男児が射精 を経験 していることが報告 され ている(財 団法人

日本児童教育振興財 団内 日本性教育協会,2013)。 一方女子 においては、10歳 前後 より

乳房 の発達が始ま り、陰毛発生、やがて初経 とい った性成熟 を生 じると言われ(斉 藤,木

村,2004)、 小学校6年 生の女児 の60%が 陰毛の発生 を認識 し、中学校2年 生では88.3%

の女児 が初経 を迎えている との実態が明 らかになっている(東 京都幼稚園 ・小 ・中 ・高 ・

心障性教育研 究,2005)。 思春期は第二次性徴の発育に伴 う不安や悩みを少なか らず抱える

が、誰 にも相談できず、性 に関す る心理的葛藤 を起 こしやす いといわれ ている(石 走,松

尾,1)。 小学校4-6年 生対象 に行 った性 に関す る悩み調査では、男子の約13%が 変声、

11%に 性器 の発育 の個人差に対する悩みを持 ち、全体的 に年齢が低いほ ど悩む比率が高か

った。女子は19%が 月経の悩みを持 ち、胸の膨 らみに関す る悩みは4年 生で12.1%で ある

が、5・6年 ではs%へ 減少 している。 しか し発育の個人差は高学年になるほど悩む比率

が上が り、6年 生では22.7%の 女子が悩んでい ることが明 らかになっている(東 京都幼稚

園 ・小 ・中 ・高a心 障性教育研究,2002)。

第二次性徴に伴い、性的関心が高まるのも思春期の特徴である。調査によると、性的興

味を持つ子 どもは男子14-15歳 、女子14-16歳 で過半数を超えてお り、性 の情報源 は友

人や先輩 が男女共 に圧倒的に多 く、年齢 が上が るにつれ、インターネ ッ トや雑誌0ア ダル

ト雑誌等 で情報 を得ている(財 団法人 日本児童教育振興財団内 日本性教育協会,2013)。

そ して性行動 に伴 った様々な課題 も生 じてお り、平成13年 度 よりr健 やか親子21」 な ど全

国的な対策が取組まれている。その結果、思春期の子 どもの性感染症罹患率は、2000年 か

らの8年 間で半減 し(年 問3322件 の発症)、 中絶率 は2000年 の12.1(人 口千対)か ら、8

年後は7.6へ 減少、10代 の出産件数 も減少傾 向である(財 団法人母子衛生研究会,i・)。

一方
、中絶 を繰 り返す子 どもや若年 で性交体験 をす る子 どもの背景には、「中学生の頃の家

庭が楽 しくなかった」や 噛 傷行為(リ ス トカッ トな ど)の 経験がある」「喫煙習慣がある」

といった場合が多 く、生育環境 な ども思春期 の子 どもの性行動に影響 を与えていることが

明 らかになっている。 さらに、 自己肯定感 の低 さや 自己同一性の拡散 に関係 し、 自殺 の問

題 も生 じてい る。 「健やか親子21」 で対策が行われているも、2000年 では10～14歳 代で

1.1(人 口千対)、15歳 一19歳 代で6.4(人 口千対)の 自殺件数が、8年 後も改善な く、15

-19歳 は8 .3(人 口千対)で む しろ深刻化 している。

3)思 春期か ら青年期 における自身の生き方 ・他者 との生き方

都筑 らは、教育学の立場か ら小学生一中学生を対象 とした学校適応 と時間的展望 にっい

ての調査研究によ り、「子 どもにお ける人生 の捉 え方」を明 らかに した(都 筑,2008;北 爪,

小川,菅 野,2007)。 海老根(2010)は その結果を踏まえ、 「青年期 にお ける人生態度の構

造」を明 らかにする 目的で、大学生 に自由記述式質問用紙調査を行 った。結果、小学生は、

学年が上 がるにつれ 、勉強や進学のス トレスの影響に より 「将来への希望」や 「計画性」

が低 くな り、中学生になると 「空虚感 」が増加 してい く。 また、小学校6年 生頃よ り認知

機能の向上や 自己評価が可能 になることで、r将 来 目標 の渇望」が上昇 してい く。 「将来へ

の希望」や 「計画性 」は、子 どもの身体の健康や成長感覚、周囲 との良好な対人関係 によ
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って強まることも述べ られていた(都 筑 露008)。 そ して青年期 になるにつれ、人生を積極

的に生きる特徴 として以下の段階が明 らかになった。第!に 今 を生き、刹那的な態度を含

んだ 「現在重視」な態度の一方で、他者 を対象 とす るのではな く、 自己成長や 目標達成 を

含む 「未来志 向」を持つ とい うこと。第2に 、現在の 自己や これまでの人生を含んだ 「人

生に対する受容 的態度」 を持 ちなが らもその重きは 自己の発展性、現在 の充実、未来に向

けての成長 といったr人 生に対する能動的態度」に特徴づ けられ る段階が明 らかにな り、

自身の生き方 はあ くまで も自分 自身の価値観 が影響す ることを述べている(海 老根,露01◎)。

一方
、同 じく教育学者 の山田{200)は 、 自己や他者 との関係や強 さが どの ように大学

生の進路選択 に影響 したかを分析 し、青年期アイデ ンティテ ィ様態 の特徴 をインタビュー

調査 よ り明 らかに した。 「個=自 分Jの アイデンテ ィテ ィは 自己能力に対す る信頼感 を基盤

に独立 した個人 として存在す る方向へ発展 してい く。r関 係性 瓢他者 との関係」 に基づ くア

イデンティティは、自己を取巻 く世界の信頼感 を基盤 に、他者 と関係 を築 く能力 を獲得 し、

相互的な関係 を結ぶ方向へ と発展 してい く特徴 を持つ ことが明 らかにされている。 「個」 と

r関係性」のバ ランスによって対人関係 のあ り方に相違がみ られ、 自身の生 き方には他者

との関係性が影響することが示 された(山 田,Boa$)。

性 を踏まえた他者 との生き方においては、高校生の恋愛観 ・性的役割観 と家族形成意欲

に関 してのアンケー ト調査や(齊 藤,星 山,内 山,近 藤,原,宮 原,鴛0玉3)、 大学生の将来

設計 と性意識 ・行動 の質問紙調査 を行 った研究があった(忠 津,高 見 梶原,篇00§)。 高校

生になると、全体のM4が 恋愛す るこ とに肯定的であ り、その うちの32°/aが親密性(結 婚

意識)や 家族形成意欲 が高い ことが明 らかになってい る。 この結果 には男女差や性交経験

による有意差 はな くe思 春期 の発達課題 の得点が高いほ ど家族形成意欲 の問に正の関連が

あることを示 した(齊 藤ら,窯0璽3)。

3.施 設 で生活する思春期肢体不 自由児 の特徴

1)肢 体不 自由児 と医療型障害児入所施設について

肢体不 自由児 とは、生まれつ き又は出産時 の障がい、あるいは幼 い時の病気や事故な ど

によ り、手や足、背骨な どの運動機能 に不 自由がある子 どもと定義 されてお り(社 会福祉

法人 日本肢体不 自由児協会,1953)、 現在 、肢体不 自由をもた らす疾患 として、脳性麻痺

47.5%、 脊髄損傷3%、 進行性萎縮性疾患3%、 脳挫傷や脳血管障害2.4%、 その他不明は

20%以 上 とされている。障がい原因 としては、出産時の損傷が 窯&3%と 多 く、次に先天性

を含む他疾患が9.8%、 交通事故が2.4%、 その他 の事故が3.0%と なってい るが、最近の傾

向 として、虐待の後遺症が含 まれる 「その他の事故」が平成13年 度 よ り8年 間で1.5倍 に

増加 してい る。肢体不 自由児の61.7%が 障害者手帳!級 、す なわちヨ常生活 が極度 に制限

され る ・両下肢の全廃 の状態 であ り、障がい程度 が低 くなるにつれ人数の比率は減少 して

い る(厚 生労働省,207)。 その為、排泄 ・入浴 ・衣服の着脱 などに関する 日常生活動作 の

介助必要度 も、全介助は各項 目それぞれ6◎%程 度、部分介助 は10～20%で あり、肢体不 自

由児 が 日常生活動作を自立 して行 える割合は、20%弱 である。また、外出は全体の70%が

介助 を必要 としている状況である。

現在、医療型障害児入所施設では、在所す る肢体不 自由児数が全体的に減少傾向である

一方
、親 の養育困難や被虐待 を理由 とした入所児童の割合は増加 し、入所期間は長期化 し
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ている(北 村9片 岡,中 俣,2◎to)。 平成16年 度全国肢体不 自由児施設調査 では、施設入

所期閲が5年 以上を長期入所児 とした ところ、約30%が 長期入所児であ り、入所期間3年

以上を含 めると50%を 超えていた。 しか し、それ以降に行われた入所期聞調査は見当た ら

ない(全 国肢体不 自由児施設運営協議会,2Q11)。 平成18年 度の肢体不 自由児施設在所者

数 駄38亙人 中、8歳 ～18歳 の子 どもの数 は1,376人 であ り、思春期肢体不 自由児は半数以

上を 占めている(厚 生労働省,oar)。

2)思 春期の発達 とr障 がい」・「性」について

思春期になると、身体 に障がい をもつ子 どもは拘縮の進行や疾患の悪化 な どが生 じやす

くなる。申嶋は、脳性麻痺児3歳 か ら20歳 以上の3◎8名 を対象に.縦 断的に調査を行った。

結果、娼%の 子 どもに移動能力の低下が思春期以降 に生 じてお り、最大移動距離や、排泄

の 自立状況、側奪発生の有無などが移動能力 に影響を与 えていることが明らかになった(中

嶋,20◎3>。 一方、経済的自立に関 しては、バ リアフ リーや社会制度 の状況によって大い に

予後が変わることを示唆 していた(中 嶋,XOO3)。 このよ うな自身の身体的変化に伴い、思

春期肢体不 自由児は、外出の不 自由さや 、健 常者 と自身 との比較、メデ ィアで取 り上げる

障がい者 に関す る内容 を通 して、 自身の障がいを認識 してい ることが、当事者 のイ ンタ ビ

ュー調査 より明 らかにされていた(仁 宮 ら,240)。

仁宮は、思春期 における障がいの悪化 を 「折 り返 し地点」 と捉え、思春期の肢体不 自由

児の 目常生活動作 において、体力や身体能力共に 「折 り返 し地点」にい る子 どもの自尊心

を尊重 し、介助のタイ ミングの見極 めや、褒 めてがん ば りを認 めるな ど、重た く沈みそ う

な子 どもの身体 と気持ちを支え続けるこ との重要性 を看護師のケア場面の参加観察 により

明 らかにした(仁 宮,2◎12)。

思春期肢体不 自由児の 「性」に関 して もい くつか研 究や事例紹介があった。 オース トラ

リアでは、思春期 の脳性麻痺児 とその家族が求 めるqOLと は何 かを明 らかにす るため、本

人及び保護者へのイ ンタビュー調査が行われていた。そ こでは 噛 立 と移動 「適 した学校

の選択」「障がい受容」といった身体機 能や受容過程 をQ◎Lの 指標 と求める以外に も、「親

密性 と性」といった 「性2の 指標が挙がっていた(D鼠vise,2◎ ◎9)。実際のイ ンタビューで

は 「子 どもが妊娠 ・出産 を考 えた時の対応 が気 になる」 丁性 の被害 を受けないだろ うか」な

どと本人よ りもむ しろ家族側が子 どもの性 とどのよ うに向き合 ってい くかが多 く語 られて

いた(D麟sε,Hoag)。 また、アメリカの'`は 二分脊椎症の思春期女性 における 「仲間

関係 を通 しての経験」 を明 らかにす るためe一当事者へのインタビュー調査を行い.「 仲間 と

の関係においての試練」として、障がいに伴 う偏見や制限、デ0ト の限界な どといった 「他

者 との関係」や 「恋愛」に関す る試練を経験 しているこ とを明 らかに した(R儀 瓢,⑳07)。

そ して、 「社会 との強い繋が り」に影響 を与える経験 として、健常者 との対等な繋 が りや、

障がい者 との共感的繋 が りと共に、恋愛的な繋 が りを持つ ことも社会性 の影響に関与す る

ことが述べ られていた(£ 礫x,2◎ ◎7}。

日本では、手記や事例紹介では、思春期肢体不 自由児 の様 々な 「障がい」や 「性」に関

す る思いが述べ られていた。思春期で脊髄損傷 を患 った女性 は、「車いすで初めて外 に出る

とみんなに白い眼でみ られ.辛 かった」(牛 山,古 谷,道 木,吉 永,震OG8)と 障がいを持っ

前後の 自己像 に葛藤 を述べている一方、脳性麻痺 を持つ女性は、思春期の時期に 「他者 か
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らの冷たい視線 を受 け、改 めてなぜ、顔がゆがむのだろ う ・なぜ、まっす ぐ立てないのだ

ろ うと気付 き始 めた」(小 山内,露00鋤 、 「鏡 を見 なければ1自 分 も横 を歩 く友人の様 な快活

な女の子になった気分 に浸れた(小 森,窯006)と 、障がいの受 けとめについてのエ ピソー

ドがい くつか述べ られている。 またe「(介 助が必要だからこそ)お しりを思い っき り綺麗

に拭いて くれる人を求め…(略)」 、 「トイ レの(タ イ ミングを)計 算 し(中 略)… 介助 を頼

む難 しさがあったjと 排泄 の介助に関する悩みや、「カーテ ン 璽枚がプライバシー…」 とプ

ライバ シーに関す るエ ピソー ドも述べ られていた(小 山内4⑲%;小 山内,2◎02)。

3)施 設や病院で長期入院す る思春期の子 ども

施設や病院で過 ごす思春期の子 どもの生活に関する文献 を調べた ところ、慢性疾患で入

院申の思春期の子 どもが認識する問題(前 田,藤 原,上 杉,杉 野,平 田,鴛蟹 ◎)や 、その

問題 を解決す るための支援についての研究が されていた(前 田,藤 原,杉 野,平 田4上 杉,

露0鋤 。また、施設で生活 を送 る思春期肢体不 自由児については、施設生活の体験や 自立に

対す る想いを述べた手記(小 山内,聾 §5;小 山内,2◎02)が あった。

平均在院 日数1か 月 より2年1か 月 までの慢性疾患 を持つ 賂 一18歳 の思春期の子 どもを

対象 にインタビュー調査 を行 なった結果 、長期入院 をす る思春期の子 どもが認識す る問題

として、特 に異性看護師への抵抗感が多 く表出 され ていた(前 田 ら,勲GlO)。 また、治療や

症状による心身の苦痛や、疾患 を持 ちなが らこれか らを生 きてい く将来への不安、 さらに

入院生活にお ける規則制限や 、孤独感、維持発展 しに くい人間関係 、気持ちを理解 して く

れない看護師などが問題 として認識 されていた(前 田 ら,露0細 。それ らの問題 を解決す る

ために、慢性疾患を持つ思春期 の子 どもは、同類疾患 を持つ患児同士 の情報交換や 、同性

看護師による 日常的ケアや雑談 を望み、症状軽減や専門的知識 の提供 ・学習支援な どは、

性別や 立場は関係 な く最適な者か らの支援 を得たい といったニー ズがあることが明 らかに

なった(前 田ら4露01D。

長期間にわた り施設生活をお くる肢体不 自由児の体験について、「生まれて間 もなく施設

に預 けられ、家族 の冠婚葬祭にも出 させて もらえなかった」、「施設では(常 時介助 を必要

とす るため)看 護師や保育士の顔色を うかがいなが らカメ レオンのよ うに生 きていた」 「多

くの障がい者 が夢や 自分 自身の感情や怒 りを捨 てて施設の言いな りで暮 らしていた」 と、

脳性麻痺 の女性が思春期の頃 を振 り返って、相談者 に宛てた手紙 の中で当時の思いを語っ

ていた(小 山内,1鈴5)。 しか し、同時に 「施設は社会に出るための トンネルであ りe入 生

の階段 として、自分 な りの 自立を考 えるこ とが大事である」 と述べてお り、子 ども時代 に

生活 していた施設か ら自分な りの 自立を成すためには、「精神 を強 くする」懸 人で出かける」

噛 炊 ・社会のルール を身に着ける」 ことが必須であ り、 さもなければe結 局ボランテ ィ

アや介助 スタッフに振 り回 され、 自立 とは言 えない生活 を送ることになる と1障 がい と共

に自立 して生活す る上での厳 しさも手記の中で述べ られていた(小 山内,200露)。

以上 より、思春期の子 どもは、「第二次性徴」に よって変化する心身 を認識 し、性的関心

が高まると共に、性行動の課題 も生 じていた。 また、 自己のアイデンテ ィテ ィや他者 との

生き方は、学力や 自己能力 と向き合 うこと、そ して学校や周囲 との関係 によって構築 され

てお り、恋愛や結婚 、家族形成意欲 も、思春期 の発達課題の獲得状況 に影響す ることが明
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らかにされていた。

一方 で
、施設で生活す る思春期肢体不 自由児 の 「障がい」に伴 う身体的変化や受け とめ

は、明 らかにされ看護の方向性 も示唆 され ている。 しか し、 「第二次性徴」をどの ように受

け とめ、 自身の障がいや施設で生活す る境遇 をどのよ うに意識 しなが ら、「個」のアイデ ン

テ ィティを形成 し、 どの ように 「他者 との関係性」を構築 して人生を 目指 してい くのかは

明 らかになっていない。

以上 のことか ら、施設 で生活す る思春期肢体不 自由児が どの ような体験 を通 し、 どの よ

うに 唯 と生」について考えていたのかを明らかにす る必要があると考えた。

孤.研 究方法

1.研 究デザイ ン

インタビューによる質的記述的研究

2.研 究参加者及び、募集方法

思春期の時期に施設 で生活 をしていた20歳 一30歳 の身体に障がいを持つ男女で、下記の

条件 を満たす者、計5名 程度 とした。

1>入 所 していた時期に援助者か ら身体介助 を受 けていた者

2>筆 談を含めた会話が出来る者

3)イ ンタビュー調査 を依頼す る時点で、心身が安定 してい る者

本研究では、醗os(隠62/聡7Dの 思春期 の定義に、山本(2◎1ω が当てはめた年齢

区分 を参考に し、性成熟が始まる8一 騒歳(女 子)と10歳 頃(男 子)か ら自我同一性が確

立 しっっ ある と考 える 弼 一露0歳の期聞を 偲 春期」とし、自我理想 の確立やパーソナ リテ

ィの調和統合 を達成 してい く時期である後思春期(露0-30歳)の 参加者 に、 自身の思春期

を振 り返 り、語 って もらった。

研 究参加者の募集方法は、現在、医療型障害児入所施設 に通所 している者 を紹介 しても

らうか、施設で研究者が主催 した 「性 と生の教室」 に以前から関わっていた者 に、直接研

究協力 の依頼を した。

研 究参加者の紹介を依頼す る場合 には、施設長及び看護科長に研究の趣旨、方法や倫理

的配慮を記載 した文書(資 料1)と 口頭 にて説 明を行い、同意書(資 料2)を 取 り交わ し

た。 そ して研究参加候補者には、施設 か ら研究内容の文書(資 料3)(資 料4)を 渡 し、同

意 が得 られ る場合にはその旨を返信 はがきもしくは電子 メールで伝 えてもらった。同意書

へ の署名はイ ンタビュー当 日に再度説明を行 い、署名 して もらった(資 料5)。

また、研究者 が面識のある研究参加候補者 には、自宅に文書(資 料6)を 直接送付 し、

研究に同意す る場合 は、紹介 による研究参加者 と同様 の手続きで行 った。

どちらの募集方法においても、研究参加者の意向を最優先 した 日程調整を行 いaイ ンタ

ビューを行 う前 にも必ず、研究の趣 旨、方法、倫理的配慮について十分説明を行い、参加

者の同意を得てか ら行った0

8



3.デ ータ収集方法

1)デ ー タ収集期 間

20B年5月 ～2014年1月

2)デ ー タ収集場所

研究参加者の負担 とな らない距離圏内にある会議室もしくは自宅。

3)デ ー タ収集方法

半構成的面接法を用いたインタビュー調査 を行 った。インタビュー時間は、約1時 間 と

し、1回 を原則 とした。イ ンタビュー内容は、同意 を得てICレ コーダーに録音 し、録音の

承諾 が得 られない場合はメモを取ることの承諾 を得た。参加者 の属性(年 齢 ・性別 ・続柄)、

インタビュー前後の場の状況 、研究者 の思い、気 になったことも記録 した。

4)イ ンタビュー内容

今 まで障がい と共に生きてきた 自身の人生 を振 り返 り、その中で生 じた 「性 と生」に

関す る想 いや体験について、以下の内容 を中心に 自由に語 ってもらった。

(1)思 春期 の時期 に、大人へ と変化す る体や障がい をどの ように受 けとめていたのか

(2)施 設入所 中に、性 に関 して どのよ うな体験や思いを したのか

(3)施 設退所後から現在 を振 り返 り、施設入所 申にどのような性に関す るケアが必要

で ある と思 うか

4.デ ー タ分析

得 られ たデータを基 に逐語録 を作成 し、思春期 の時期 に施設で生活 をしていた研究参加

者が、 どのよ うな体験 を し、 どの ように自身の 「性 と生」について考 えていたのかを分析

す るための重要な部分 を抜き出 し、分析 した。デー タの収集 と分析 は並行 して実施 し、研

究指導者の指導 を受けなが ら行 った。研究参加者にも、分析内容の確認 を してもらった。

5.倫 理的配慮

1)自 身の障がいや性、生い立ちに関す る質問内容を聞くため、インタビュー中に思い

出 したくない体験を回想 させ て しまい、差恥心や不快感 を伴 う可能性がある。 あらか じめ

インタビュー内容 を記載の上、研究協力を拒否す る権利 ・研究途中にお ける辞退する権利0

拒否や辞退を して も不利益は一切生 じないことを文面 と口頭 にて説明を行った。

2)研 究に同意が得 られた場合 において も、イ ンタビュー前や論文公開前に必ず拒否す

る権利を 口頭説明 し本人の同意を得た。対象者 を紹介 した施設には参加 の有無は知 らせず、

拒否 して も、施設サー ビスには影響がない 旨を施設 に保証 して もらい、研究依頼文書にそ

の 旨を記載 した。

3)プ ライバシーが守 られ る場所でイ ンタビューを行いb内 容は同意を得てICレ コーダ

ー に録音 した。データ内容 は、氏名や個人が特定できる内容 を全 て暗号化 し、厳重に保管

した。発表時 も匿名 を徹底 し、研究終了後は全てのデータを消去 した。

4)研 究論文の公 開方法は、参加者の同意 を得 て修士論文 として提出 しsま た関連の学

会で発表を行 うことをあ らか じめ説明 し、了承を得た。

5)本 研究は、平成25年 度首都大学東京荒川キャンパス研究安全倫理委員会の承認を得

て行った(承 認番号:13003)。
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W.結 果

1.研 究参加者 の背景

本研究の参加者 は、関東圏内にある医療型障害児入所施設で思春期の頃に生活 してお り、

現在は退所 した5名 であった。参加者 の詳細は以下の通 りである。

Aさ ん:女 性 、20代 前半、脊髄損傷後遺症。

幼少期 よ り児童養護施設で12年 間生活、学童期で肢体不 自由児 とな り、その後

医療型障害児入所施設で6年 間生活を送 る。

Bさ ん:男 性30代 前半、脳性麻痺。

出生後3歳 まで乳児院で生活 し、その後医療型障害児入所施設で15年 問生活を

送 る。

Cさ ん:女 性、20代 前半、脳性麻痺。

学童期前半 よ り医療型障害児入所施設で12年 間生活を送る。

Dさ ん:男 性 、20代 前半、脳性麻痺。

幼少期 より医療型障害児入所施設 で15年 間生活を送 る。

Eさ ん1男 性、20代 後半、頭部外傷後遺症。

学童期前半よ り2か 所 の医療型障害児入所施設で12年 間生活 を送 る。

2.デ ータ分析 の結果

得 られたデータを分析 した結果、施設で生活する思春期肢体不 自由児の 「性 と生」 につ

いて6つ のテーマが見出だ された。 これ らについて、デー タに基づきながら記述す る(デ

ータか らの引用を斜字体で示す)。

1)待 ちに待った第二次性徴 を迎え、障がい を抱 えて大人になる自分の 「性」 について

考えた。

(1)第 二次性徴を大 きな成長 と受 けとめた上で、 自分のr性 」をどう生きるのか考

えるよ うになった。

思春期は、第二次性徴の出現に対す る戸惑いや不安 を誰にも話せず、心理的葛藤 を起 こ

しやすい時期で あるといわれ ている。また肢体不 自由児に とって、思春期は急激 な体の変

化 に伴 い、筋 ・骨格 の変形や拘縮 、痙攣の続発 な ど、障がいの悪化 を生 じる とも言われて

いる。 この よ うな危機的状況 が推測 され る時期 にも関わ らず、施設で生活す る思春期肢体

不 自由児 は、 自身の第二次性徴 を待 ちに待 った気持 ちで迎 え、それ をきっかけに、障がい

を抱えた 自身が、 どのよ うに自らの 唯 」 と向き合 って生きていくか考えていた。

、蟹醐 は、鋤 が つのできで、一番動ガ る騨 って癖0た 。 偬i躍盈 疹劃 冒で堂ま海 で〃、

るの てジ いつデ)クぐなるのかな、いつ鋤 つ ぐのかな、とか想 っでi待 っでいた!擶 置 ち、

汐分 ぽいつなんだろ クと.齢 、つつ…、綴 汐体に男継 があつで、年まがρたん でナよ。ピそ

の羨子を児 で}て フ お施 る 階 遍り のつ来 るん・だ79の つ来 るんだ ろラ9あ ～きた!き

た!き た ノきた～!あ ～やっときたよ～!ご 掬 な〃、かぞん ってO

Bさ んは早産で生まれ、脳性麻痺 となった。噛 分 は(他 者 よ り)小 さいJ、 「(他者が出来
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ることが)自 分 には出来ない」等 を常に意識 しつっ思春期 まで生きてきた為、施設 で共同

生活する年上の障がい児 が大人びてい く第二次性徴を 目の当 りにし、 「自分に も早 く来ない

かな」 と憧れ を抱いていた。 そ してBさ んは待ちに待 った第二次性徴を迎え、憧れていた

変化すなわち、急激 に成長す る背丈や筋 肉の増量に よって少 しで も動きやす くなった 自身

の体 を実感 しa同 時に精通によって自身の新たな成長 に大きな喜びを感 じていた。

しか しBさ んは、生殖機能が成熟 した一方 で自身の生い立ちや障がいを振 り返 り、性 に

ついて 自ら考 え、行動 をしよ うと思っていた。

群な中難 の碍か ら ズ子ど もないらなρなゾ つでρ ラβ分 の考壇があった。 …蒙族が い

なρ、鷹 がいを持 つβ分が 塚護庭/な ん で寿…つごまをイメー ジできなか った …ガ キ鎌 た

らお しまいだろ クな爾 ってし β分 がその子をどラナ彪な婆 いか、螢 ろナ～ご乙で も豊 分でな

その塗工颪課 なG'L.・-o

Bさ んは幼少から家 を離れ 、施設で生活 していた為、自分が家族 を持つ ことをイメージで

きず、「家族 を持つことや結婚することは考 えないほ うが楽だな」 と思 っていた。また、障

がいによって自由に動 くことができない 自分 には、アルバイ ト等でお金を稼 ぐことも難 し

く、 さらにいざとい う時に頼れ る家族 もいない。経済面や生活環境面 を考慮 して も、 自分

は妊娠に対 して責任が取れないことを痛感 し、性交時には必ず避妊す るこ とを考 えていた。

女性で脳性麻痺 のCさ んは、月経初来に対す る気持ちを、 伊やったぜ ノノ みた いな もの

ま,驚 きま爾方あったノ と述べていた。Cさ んはr保 健体育」で月経について学び、施設 で

は月経が先 に発来 した友人が、ナプキンを一生懸命 に装着する姿を見ていた。実際にCさ

んが初経 を迎 えた時 は、嬉 しさ反面、「なんで血 が出る?」 との驚 きもあったが、 「早 くオ

ムツ履いて 均 と友人が、 うま くナプキン装着が出来なかったcさ んにオムツを履かせ て

くれた。そ してcさ んは 味 まかに 纏 痴3ン 動 るん で、褒初は戸惑 った。動 ないよ

ラに ナる～ごな 鰐 癩 ジノが)た箏 ノX,床 κ辮 ≪)嚢 い で...a

と、施設職員や友入 と共に月経時の対処 を していた。脳性麻痺は姿勢保持、及び股関節の

運動制限が伴 う。また、麻痺 によっては上肢の運動制 限も生 じる為、実際にCさ んはシ 躊

一ツの着脱や
eナ プキン装着に多 くの時間 を費や していた。結果、毎回月経血 が床 に垂れ、

その都度 ス トレスを感 じていた。 そこでCさ んは障がい を抱 えつつ、月経 と上手に付き合

ってい くためにはど うした らいいのかを施設職員や友人 に相談 し、試行錯誤 の上、 自身 に

あった対処方法を見っ けることができた。

またcさ んは、 自立やお洒落 をす る女性 として、月経時に どのよ うなスキルが必要なの

かも考えていた。

オ ムソなナプキンよ ク蕩 〃》乙、緻 も少な 嬬 彪設 を4繋 乙でか らは葺分 で貿 わなきゃ

〃》プな ρ、お瀦 らナプキンの方 が乙やナ嬬

cさ んは施設退所後の生活 を見据 え、オムツよりナプキンの方が経済的である理 由か らナ

プキンが使 えることを目標に していた。また、オムツはナプキンよ りか さば り、服の ライ

ンに響いて しま う。お洒落 をす る女性 として生きてい く為 にも、オムツではなくナプキン

を装着することには大きな意味があった。

(2)第 二次性徴 によって生 じる身体的変化や周囲 との距離に戸惑っていた。

第二次性徴 を大きな成長 と受 けとめa自 分 の 「性」について考 える場合 もある一方で、
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第二次性徴に よって生 じる身体的変化や周囲 との距離 に戸惑 う思春期肢体不 自由児 もいた。

中途障がいのAさ んは、脊髄損傷 になった 自身の身体 に月経が発来 し、複雑な気持 ちを

抱いていた。

二次盤徴に薦肱 でな、あ～侮が膨 らん でぎたな、あ～毛、が童え できたなっで、その ぐら

嬬6ダ 座が葵 てフ なん でナプ キンなん・でつげるの9ど ラぜr今 までと同 じノ オムソ でい〃、

じやん、 ナプ串ンなん でρ らないっ8っ た。

小学校高学年で脊髄損傷 となったAさ んは、尿意や便意 を感 じることが出来な くな り、

常時オムツを装着す ることとなった。車いす生活 になったことや、排泄機能が遮断 された

ことにシ ョックを受けていたAさ んは、第二次性徴 を迎えても関心は薄 く、待 ちわびるど

ころではなかった。む しろ、他者 と違 う自身の身体 に困惑や苛立ちを覚えてお り、 「オムツ

が必要な自分 には、(み んなが使 う)ナ プキンなんて無意味だ」 とナプキン装着 を受け入れ

られなかった。 しか し、月経時にナプキンを使 うことは学校の授業や施設 の年上児の様子

か ら知ってお り、いつか自分 もナプキンを装着 してみたい との思いか ら、 ん ・本 当ぱ ピナプ

キンソ麓 ρたかったんだ 丈ノ との気持 ちも同時に抱 いていた。

一方
、脳性麻痺 のDさ んは、他者にべたべた と接触す るスキンシ ップを求め、ス トレス

を解消 していたが、 自身の身体が大人びて くるにつれ変化す る周囲の対応 に複雑 な思いを

抱 くよ うになった。

霧 蕩の手彷 しτ、ぞ虎 で溝 の手彷を 乙で,も クー飼 手赫 乙でρる。 また歪んoや った ら

r今憂 らノ 手彷 ナるごまもあ る、から、大 変だうたよ。 ぞ ラいったこ、とがズ みレズだわた。

脳性麻痺の子 どもは、成長に合わせた複数回の手術 と術後の リハ ビリを受けな くてはな

らない。また手術か ら回復 して も、関節可動域や筋力 の維持 、姿勢保持 の為 に 日々 リハ ビ

リを続けてい く。幼少期か ら続 くこの現状にDさ んはス トレスを感 じていた。

,厳乙〃環 境 の中 働 少鰐なジ が建 たのんだンプど、6羅 〆ご/鵠1が建6魂 なかった。大 き ぐ

なるκつカ 、6ズ みンズがン轟 ご遊 ると詳わ物 た。 …掌授に澱 っでてンt仮 スノ を蕃 き胚む

よ ジな ミズ を 乙.た〃、身の廼7〃のこまを葺分 でや らなきやいグな ぐなった ク乙で…ぞ 乙で

ズ みレヌがた まると窪糞に超 ナ1かカ クに、β熱 汐に,汐 分 から 〔女繧の獺 に0や 轟 にノ

行 っ ちゃっで〃、る…身分がンtき ぐなると、今 ごの拶 でぐっつい ちゃラご、とな ρいグど、外

に超た碍》こちよっと変 ～ご、療われ ちやった クだ2か っでいラ、蓑嬢 で,注 煮さ面 た。

幼少期に家族 に甘えることが出来なかったDさ んは、施設の女性職員 に抱 きしめて もら

うことで安心を得ていた。 しか し、年齢 とともにその ようなスキンシップを続 けることは

難 しくな り、Dさ んはス トレスを解消す る方法が分か らないまま、思春期 を迎えていた。

思春期 になると、治療への苦痛だけでな く、生活や友人 関係 など様々なス トレスを感 じる

よ うにな り、Dさ んは幼少期 と同様、友人や女性職員に対 して、す り寄 る、体を触 る等の

スキンシ ップで安心 を得 よ うとしていた。一方周囲の人々は、大人にな り社会で生 きてい

くDさ んのことを思い、スキンシ ップ行為に対 して注意を し、距離 をとるよ うにしていた。

まカ クか ら雛 変 〆ご、療わ轟 た ク乙たカ)ら,羅 を艀 めなρよ ラ〆こした。 β分がデテった ら

また ぐっつ}や ラ。 また ぐっつ}で 変に.蟹わ物 で注 彦ざ宛で乙ま ラ、ぞ也 な蕨 罵

Dさ んは、大人 の身体になった 自分が今まで と同様 にスキンシップを求めるこ とで、周囲

か ら 「変」 に思われて しま うことを認識 していた。 しか しど うして もスキンシ ップを求め

て しま うので、意識的に他者 と距離 を置いて生活す るように していた。

12



2)他 者か ら身体的 ・医療的ケアを受けなければな らない状況 に差恥心や嫌悪感 を抱 き、

r私だって人 聞だ もん」 と思 った。

異性 を意識 し差恥心が高ま る思春期 の時期 に、施設で生活する思春期肢体不 自由児は、

自身の障がいに伴 った身体的 ・医療的ケアを他者か ら日常的に受 けな くてはな らなかった。

脊髄損傷後遺症のAさ んは、排泄ケアへの強い嫌悪感を抱いていた。

6導尿がン コンプ レソクヌだわた。 ズえ っ!何 でそんな動『に萱スカ るの9ノ っ 蔦 …ペソ

障ご材をおい で寄 久か、かっで、ノ警、かっびらげるじやん、それが蕨 で蕨 て0… 座謬ぎも蕨 で、〃グ

でそんな所/ごスカ るの9ノ みたい〆ご、蟹った。

Aさ んは、今まで 自立 していた排泄行動か ら一転、尿意や便意 を感 じて自身で排泄す るこ

とが出来な くな り、定期的な導尿や座薬挿入 が必要 となった。排泄は人 として生きる上で

最 もプライベー トな行為である。 しか しAさ んは、 自身の性器 を居住空間で さらけ出 し、

自ら尿道 口や肛門に管や薬 を入れ排出す ることを余儀な くされた。それは、それまでAさ

んが経験 していた排泄行為 とあま りに もかけ離れてお り、導尿や挿肛 してい る自分 自身の

姿に対す る嫌悪感 を抱 いていた。

さらにAさ んは、専門病院で定期的な排尿機能検査 を受けなければならなかった。

搬 の傭 を診 る囎 だか らちょラどお 乙っこを 乙でのる所 を レン みグンで援 らなきや

いグな い。ノtがず ら一っ でのつば い〃、で、すゲー蕨 な想 い 乙た。 当碍 まだぞ クい クの詳え

な〃、碍だよね。 あっ ちな医 疲存為。分 か っでるグど、気持 ち、悪い ものな気浮 ち、悪 い 乙、蕨

な もの〆嫌

排尿行為を複数 の他者に見せなけれ ばな らなかった この体験は、Aさ んに強い嫌悪感や恐

怖を抱かせた。 さらにその不快な思いを当時は誰かに伝 えることもできず、Aさ んは、 ルを"

か ら今 で6産 娚ス鐸 とかデテグな〃ソと、成人 になった現在 もこの体験の影響 を語 っている。

このように、 自身の障がいに よって嫌悪感や差恥心を抱 く体験 をしてきたAさ んは、他

者か ら受 ける医療的ケアについて、 医 癬 テ為 ましτや っで〃、るス 〆鎌 蔦 …歴罫、としでや

らノτるのが蕨 …私だっ てス跨 だ もん 一ソ と述べていた。Aさ んは、医療行為や仕事 としてケ

ア され るのではな く、 協 だ ってス 燗だ'らんノ と、 「人間」 として接 して もらいたかった。

このよ うな思いか ら、Aさ んは 自身の医療的ケアを行 う看護師を ズこのス な大 丈芙 、このス

ぽ大 丈宍0や な〃、っでジャソジして」いた。その基準 として、 喫 盤な単彪 に疏 、同盤 でも

気が評せ るノtoや な〃、と一プ と、Aさ んは、「(自身が)気 の許せ る人」を見極 めて、自身の

医療的ケアを依頼 していた。

みん・な、がのるところ で 〔聾 ・£・臓 が 〃ゾ蟹のソ みイ 玩介動やるノtとか も〃、た0や ん、ぞ

ん なス 〆ご 僧 分 のクア をノ やっで もらいた ぐな〃、!あ と、餅 健 事介4勿 乙ででpの ま

わ クを拭かないノt… ろ蛋〃》や クノ じやな い9摺 手の立拶になった碍〆ご、私が ら乙餅 さぜ

らカ る立拶だわた ら、々の周 クその撚蹴 い でぽ 乙い…薬 を孕毘なんか で飲 まぜな〃、でぽ

しい。

Aさ んの 「気の許せ る人」 とは、「思いや り」を持 ってケアする人のことであった。そ し

て、施設 で共に生活 してい る重度心身障がい児の排泄介助や食事介助の様子か ら、みんな

の前で排泄介助をする人や食事中に 口の周 りを拭かない人、牛乳で薬を飲ませる人には、A

さんは、 自分のケア をや って もらいた くない と語 っていた。 そ して、 自身の気持 ちを言語

化できない子 どもの立場に立ってケアをす る人 を 「気の許せ る人」、ケア してもらって も 「大
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丈夫な人」 と判断 していた0

またAさ んは、自らが受けたケアの体験か らも、「気の許せ る人」を考えていた。

みん・な の筋で朗 かノZたぐな〃》ことを鰯7ぐ入 らいやら みイ レの何数なん でみんなの勝 で警

えた ぐあ クまぜん ノ ズ今β藩 の βだよノ とか 詳わノzるな鹸 だわた…∠生理虜 でまだ秘 ず

か 乙ρ騨 〆ご… 傍 猛醗責 乙か 〃、な ぐてフ/締み煮めが欲 乙〃ソつで言 った ら ズどクしたの9

童理9ノ っで詳わ魂 で1バ シソで〃いた。 ……灘珍に墜 る軟1肇をどラ〃》ラ理歯 で塗 るのか

考える入 、L、教え τ も考えない入 が〃》でi/あ 、こいつ 乙よクがねえノ っ て霧0だ わた。

Aさ んは、排泄回数や溌腸等、人前で聞かれた くない ことを聞 く人や、月経 など自身が恥

ずか しい と思 うこ とを面 と向かって言 う男性職員に対 して、嫌悪 感 を抱 き.気 を許す こと

が出来なか った。 また根拠や効果 を踏 まえたケアを実践 しない人に対 しても、 自身のケア

を依頼 した くない思いを抱 いていた。

頭部外傷後遺症の男性Eさ んは、身体介助 を受 ける上での体験を語 った。

女 ま男 だ)から,身 燃は妬 乙ちや づ。 みイ レだ㌔とか、繍 βの僻6の 分動 でジ、立 っ ち

やった6灘 乙たノ ごまκ、 ちよっと死げ か しいなって懲 っノをク叡 したグど、身鋤 坂 溶

ご/ちや づのな 乙よ クがな嬬

Eさ んは当時、 目常生活において全介助が必要であ り、性的な興味や反応 が芽生える思

春期の時期 に、異性 と体 を密 着 させ ることや 、プライベー トゾー ン(性 器 など水着で隠れ

るところ)を さらけ出す こ とが 日常的に生 じていた。そ してe体 が性的な反応 を して しま

うことを止めることは出来ず1rし ょうがない」 と思っていた。

癒 が手が兜えるよラ～ごなっ でか らな、/訪 雌 糊 な β分 で蕩 っでカノ と言わ轟た こまが

配 慮さ轟 でるって懲 った。。蟹翻 の子な弼 ずか 乙〃り て塚 クψ疹,そ れなあた クまえのこ

きだ凄想 ラ。盈β のス 解 ごあ る,カーテンを 乙で、vて 瀦 が 乙でぐ轟 る入 と、カ ーテンを

βダめな〃、で麓が ナン《が いで、ぞ こな1徽 乙でぽ し嬬

Eさ んは リハ ビリを重ね、上肢の曲げ伸ば しや、物を掴む等の運動が少 しずつできるよう

になった。ある看護師はEさ んの上肢の能力 に着 目し、タオル を渡 して自身で性器 を洗 う

よ う促 した。 この促 しによってEさ んは 自身のプライベー トゾーンの清潔 を自ら保つこと

が出来た。また、 自分の力だけでは、プライバシー を守 ることは難 しいEさ んにとって、

カーテ ンを閉めるな ど、他者 が行 う何気 ない配慮 を徹底 してほ しい と思 っていた。

3)障 がい と共に他者 と集団生活 をせ ざるを得 ない 自分たちへの大人の対応が納得でき

なかった。

思春期 は、大人に依存 したい気持 ち と自立 したい気持 ちの葛藤 に揺れ動 く時期であ り、

大人の忠告や対応 に反発 しやすい ことが言われている。施設 で生活す る思春期肢体不 自由

児 も同様に、大人 の忠告や対応 に納得できない思いを抱いていた。

脳性麻痺 のBさ んは地域の小学校に通 っていた。

んあんたぱ、入 の三 僧努レク乙な いと、三房努力 乙.たって～ ピみんなとノ周 じ羨 に鋤 グる羨

〆ごな るとな1嬰らないん・だ)ラ藷ら…卸 寿る募 も課 な ぐなるカ よノ つで… ピ学狡の秀童か らノ

よ ぐ言わ沈 で、/踏 ぱ三仔 ら努 力 乙.たぐなρ!確 なギヲギラ 乙でな〃、んだよ!… 奨範 や 〃た

ρんだよノ っ で ㌔

脳性麻痺 の子 どもは、字 を書 く ・話す ・移動する等に時間を要す る場合や、筋緊張や姿
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勢の制限により体力の消耗 もしやすい為、健常児 よ り学習が遅れ る場合が多い。その為、8

さんの学校の先生は、Bさ んが健常児 と共に学ぶことが出来 るよ う上記のよ うな忠告を して

いた。 しか しBさ んは自身に障がいがあるからといって健常児に追いつ こうとは思ってい

なかった。その為a「 三倍の努力」などの根拠のない価値観 を自身に押 し付 けてくる教師に

対 して、苛立ちを感 じていた。

その後Bさ んは特別支援学校へ転校 し、障がいを持つ仲間 と共に学校生活を送 っていっ

た。 中学生になると、Bさ んはルールの多い施設の生活 に不満を抱えた。

ズ9僻 ～ごテ レどを舅 るの宏 めな さ〃ソ まか翻 を 屠 た ちの為だン っで… もっき曲6乙

い理房…/厩 衡翼 のか ら宏 め でぐ轟。撮 の都 ゑ るあるんだンっで詳 ラ茄 ごよっ護ヂど〃}〃㌧

当時Bさ んの施設では、思春期の子 どものテ レビ鑑賞時間が夜9時 迄 と決まっていた。

施設 には様 々な障がい レベルの子 どもが生活 してお り、 旧中の体力消耗 を考慮す ると良質

な睡眠の確保が必要 な子 どもや、睡眠不足に より痙攣が誘発 され る子 どもなど、夜間のテ

レビ鑑賞 に制限が必要な場合がある。 しか しそればか りではな く、夜間は少ない職員で40

名 近 くの子 どもの就寝ケアや、注入s薬 剤投 与等の医療的ケアに当た らな くてはな らない

為、個 々の状況に応 じての対応 が難 しく、重度 の子 どもを重視 した生活 リズムにな らざる

を得 ない現状 もあった。Bさ んはこの よ うな 「施設の都合」を理解 してお り、様々な施設生

活のルールに我慢を していた。 しか し、テ レビが見 られない理由を 「君たちの為」 と言わ

れたことに対 して3さ んは、それはテ レビを9時 迄に しない と職員の業務が大変になる「施

設の都合」であって1決 して入所 している自分達の為 ではない と思い、納得がいかなかっ

た0

また、Bさ んは性的描写のある雑誌 の取 り扱 いについても不満 を抱いていた。

メr～まな毒ぢもちやの ア望ごユ= 本々 を原 乙で〃りを。 ナるま 敏 の顯 が獅 ∫るんだよ ～ノ っで

耽 ちをさノZで左)薫を受グた…ぞ ラ〃》ラのな実づ で評 乙でぐ轟 ないんだぢ クか

この点については、頭部外傷後遺症のEさ んも同 じような気持 ちを述べている。

纏 に工 瓜本 を漂 乙瀞 っでいた0彦 つか った まきぱ ちょっとの媚 、浸夜 さ轟 た!ヱ 々

本 を坂 〃まげ るのな、 ちょっま、勝 なんoや な いか。

性的関心が高まる思春期 の発達に伴い、Bさ んやEさ んは家庭で生活する思春期 の子 ど

もと同様 に性的描写のある雑誌 を自身の居住空間に隠 し、 こっそ りと情報 を得たかった。

しか し.隠 していた雑誌等が見つかる と.3歳 から18歳 までの子 どもが生活 している空間

に性的描写 のあ る雑誌 があることは好ま しくない とい う理 由や、女性職員が嫌が るとい う

理 由か ら、注意 を受ける・没収 され る等の対応 を受 けた。Bさ んやEさ んはこの対応が 「酷」

であると感 じ、またrっ て許 してほ しい」 と思っていた。

4)障 がいのある自分 を見ている 「人の 目が怖い」 と思った。

思春期 は、 自分 が周囲か らどの よ うに見 られているかを気にす る時期である。思春期肢

体不 自由児 は、障がいのある自分に対す る他者の視線や言動 を意識 し、複雑 な思いを抱い

ていた。

動がな〃慮 を屠 ら〆zるのが嬬 だわた。翔 かブラ～ん ま乙τ巴か ぐか ぐな る…勲 物みた

い〆ご屠 ら轟 るのが蕨 だった。4歩 グな ぐな って～ あ～・・ソ … 凶ラ房 ノを鋤 な〃》、,勘雛 ご摺 τ

ら轟 た子犬 を月 る羨なβで 帽 てフ …ノ乱のβ筋 嬬 今 ら筋嬬
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Aさ んは、脊髄損傷受傷直後 より麻痺 した下肢を他者 に見 られ ることに嫌悪感 を抱いてい

た。他者 の視線 は、「え!私 、可哀想 なの?∬ やっぱ り私可哀想なんだ」と、Aさ んに歩け

な くなった 自身の境遇 を再認識 させていた。Aさ ん 自身がr私 は歩 けな くなって可哀想」と

思 うこともあったが、他者に 「可哀想」 と思われ るこ とを徹底的に嫌い、 自分 を見 る他者

の 目に恐怖や嫌悪を感 じた。その為、常に毛布や タオルケ ッ トで下肢 を覆い、掛物がボロ

ボロになるまで下肢 を他者に見せ ることな く隠 し続 けていた。

幼少期か ら障がいを認識 して きたBさ んも、 「人の 目」についての体験 を語 った4

勝 た いβノ 、とかた ぐさん諮び愛ナグ 、ど… 僧 分がフ好 きでも蕨 〃》でらな〃ソCr

言ったっ τ、 ズ(ゲクでもいいよノ つ蔦 ぞづ0や な 〃、まカ1〃 、ら轟な いですよ・㌔ θ～学授

の僻にイ ジメ を受 グてフ!な ん で瘡 がこんなさ6乙 孝 にな らなきゃのグな ρんだろラノ つで

』当碍γ爵蛋ラげど,ふ ま撒 た ときに、そこまで飾 確穿つ ぐ雌 がある,かまいラま,ぞ ラで

もな ぐ蔦 …β爾 ムが蕩つ ぐとかなあるげど、それ って撫 童媛なん じやないの9

生 まれた時か ら障がいを持 っていたBさ んは、幼少期 より他者の 「冷たい目」や、イジ

メの体験か ら 「さらしもの」にされ ることを感 じてきた。自尊心が傷つく一方で,Bさ んは、

自分がr好 きでも嫌いでもない人」に傷つ くことは無意味なのではないか との思いに至っ

た。そ してBさ んは、障がいを持つ 自分の 「見た 則 について、前提 となる思いを語った。

∠窟 た厚ノ とか …鷹7、じノし野であっでら.圧i剣的～ご 傑 がひを寿っβ分 た ちなソ少数 、勲 、ラ

…農分が/翼 な る孝 であ るノ まいラ濠薪 な芹 っでいな きやのグない もの…/ .!と のラ

とごろな窮『〆ご窺 を藷7めで…

Bさ んは、障がい を持つ 自分の 塊 た 則 は、健常者 とは 「異なってい る」ことを常に意

識 してお くことが必要であると述べていた。

Bさ ん と同様、障がいを認識 しなが ら育 ったcさ んは、他者に とやか く言われたくない

思いを語 っている。

局吻 なゾ ブラ ジヤーつげなさ咳ソ,〃 ・ンカ チ寿 つできなさ〃ソ、4彫 下の麦 薯 ちやん と麓

きな さ〃ソ2か 言ラ。局 〃ぱβ分 をどのよ ク〆ご月 τρるの、づ急が さいとぎから気～ご乙で〃》で,

0をツプ(ど秘 〆カ ヲフな翻 が寡 きで、男 の子のよク/ごダヲダ ヲ気 ま～劇ご二生きた〃、な 、と、蟹っ

で…6蟹 翻 になるとノ周 〃の言 ラことな当鰐 かな 〃㌔ ごカ な私の益 ぎz篇 ぞ轟 〆ζ鰐声

あびる らんな ら ル 》いのご純 で!ノ つてO

Cさ んは動 きやすい男 の子の ような格好が小 さな頃か ら好きであった。しか し思春期を迎

える と、周囲がCさ んに女性 らしく身な りを整 えるよ う要求するようになり、Cさ んは苛

立ちを覚えた。脳性麻痺 を持つ 自分に対する周囲の特別な 目を常に感 じなが ら生きてきたc

さんにとって、思春期には周 囲の 目を気 にす ることな く、私 らしくありのままの自分で生

きていたい気持 ちが生 じ、 自分に注 目や指図を して欲 しくない と思 っていた。

5)外 の世界 は怖い けど、施設の狭い世界だけでな くもっと世の中を知 りたかった。

思春期 は、慣れ親 しんだ家庭か ら外の世界へ と興味 を持 ち、様 々な社会的経験 を通 して

成長 してい く時期である。施設で生活す る思春期肢体不 自由児は、限 られた空間の中で生

活 をしていた為、施設外では警戒心や恐怖 を抱 く体験 を していた。 しか し.研 究参加者の

中には、外の世界に不安を抱 えつつ も、もっ と世の中について知 りたい と思 っていた者 も

いた。
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頭部外傷後遺症のEさ んは、施設 内での経験 と、施設外で得た新たな経験について次の

ように語っている。

病院 襯 の 弊のこrっ た。 その砂 で駆院内 で恋を 乙た ク、いろ

んなことを考えた 〃…、遮諮 ちなん とかな るだろ ラと想 った。

学童期か ら肢体不 自由児 となったEさ んは、施設内でも経験できることを出来 る限 り行

い、充実 した生活 を送 っていた。そ して、 自身の障がいを肯定的に捉 え、進 路にっいて も

考 えていた。 しか し、介助者 と共 に施設外へ出かけるようになる と、ズ爾 の入 のr

の庫が ρ孝ノ をみ るβが、冤え できた。 ポ ジティブシンキングナぎるっで〃疹 のな ちょっ

とまずρ…盤のやい〃ソ)ゾっか 〃じゃなのノとの思いを抱いた。Fさ んは、施設外 で感 じた

周 囲の目や態度を通 し、 自分が 「何 とかなる」 と思っていたことは実は難 しいことや、関

わる人間すべてが 「いい人」ばか りではないこと等を感 じていた。

脳性麻痺のDさ んは、単独外出が出来 るよ うになった時の体験にっいて語った。

叛 を一入 でま った厚に念ノご憂 ろか ら 筋死 ま 乙.よラ、か9ノ みた いな事 があ 久 饗 らじや

デテがな 〃略 よっとバ グアのあ る所 に も違號 で存か抑 る、 どこ～ご遅號 で 行か轟 るか分ガ≧らな

ρ。o郁 力 　信じら抑 ないっでよ 〃0筋 嬬

バ リアフ リーの施設で特定の人 としか交流がなかったDさ んにとって、施設外は未知の

世界であ り、多 くの危険が潜む場所 であった。施設外で事故や事件 に巻 き込まれても、 自

力で対処す ることが難 しいDさ んは、必ず外出先の安全や車道 の状況、車いすでも可能 な

空 聞があるか等 を、事前に何度 も確認 した上で、慎重に外出 していた。その為、見知 らぬ

人か ら善意で言われたことも、Dさ んは、 礎 らじゃデテケなρバ グアのあるまごろに勘 で

行か轟 るの でなな いかゾ との恐怖心を抱いていた。

脳性麻痺 のcさ んは、外 出には施設職員 の付 き添いが必要であった為、外 出回数に限度

があった。その数少ない外出時にCさ んは、街 を行 き交 う同世代の様子 を見て、 ズ乙やベ ク

方 が軍ρ で,な や っでρる言奏 まか理藤 できな 〃㌔ 外 で藻 ク広げ ら轟 でρるごまが〕分か ら

な嬬 ノ と実感 していた。

施設の外で繰 り広げ られてい る世界は、Cさ んにとってス ピー ドが速 く、自身の知 らない

流行語が飛び交 う場所であった。まるで、異国の地 ともいえる体験 をしたcさ んは./轍

ノご〃、るとやっぱ 〃置堺が換 〃、。 ああ いラとこ 碗魏/ご いると汐分 の兼蕪 の姿 っでい クの

も奮像 乙ずら嬬 ノ と語った。

施設は、障 がいを抱 える人が安心 して生活できるように整備 されてお り、職員や友人 も

障がい を理解 した上 で関わっている。 しか し、施設 の外では様々な人が行 き交い、障がい

を持っていても優先 されない ことが多 く、 自分が今まで生活 していた場所 とは全 く違 う状

況であった。 その為Cさ んは、施設 にいるだけでは世界が狭いことや、施設を卒業 してか

ら、一体 どのような生活 を自分は送 ってい くのかが想像できない との思いを抱いていた。

このよ うな体験か らCさ んは、/碑堺 らある乙蛋ラグど、外 に勲 でいぐ、ぞ ラ〃づ 凝会

っでナごぐ大 義 …ちょっま外 に雌 でいっで、ふ つ づの懸 、身分 で齊 きな ものを選ん でe

らちぢんお4・置 ρの鋸 の㌍ で、β分 でレジ〆漸テっで8分 でお歪 を∠β乙て欝 〃吻 ナる、ぞ

ク〃㌧ヲ麟会があるだγプでら淫 ラノ と.述べ で〃リを。

Cさ んは、施設 の外 に出向 くことで戸惑 う体験をす ることも多いが、世の中のことをもっ

と知 りたい気持 ちを抱 いていた。施設の守 られた生活か ら飛び出 し、買い物す る等、 ごく
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普通の経験を 「自分 の力」で試 してみ ることが、自身の現状 を理解 し、視野 を広げ、施設

退所後の将来像 にもつながることを意味 してい ると感 じていた。

6)障 がいを持ってこれか らどう生きていこ うか と自分で考 え、自分のペースで進んで

い こ うと思った。

思春期 は、現在の 自分や これまでの人生を踏まえ、 自分の人生を積極的に生 きてい く出

発地点である。施設 で生活す る思春期肢体不 自由児 にとって、この時期 に大きな影響を与

えていたのは 自身の障がいであった。研 究参加者 は、各 々の体験を通 して自身の障がい と

向 き合いe他 者 との関係 の中で障がいを持って これか らどう生きていこうかを考 えていた。

脳性麻痺 のCさ んは、長年行 ってきた リハ ビリの成果や、健常者 との比較 により.自 身

の障がいについて考えるようになった。

6壁がいノ謁》治ぜるん じやな の、かっでiの 興 で.蟹っでた。 いろρろグハ どグを 乙・て～ ち

よっ、とまあ鯉 だな っで、 ごの箪 いナ/ご落 ち拶 〃聴 。 …齪 が擬 でらわか るよ ク〆ごな っで

…普遍に歩1で 〃}る男 のヂとか女 のヂ 〈とか この入た ちのよラにんセ鐘きら轟 ないんだっ篇

幼少期か らリハ ビ リを重ねてきたCさ んは、 どんなに頑張っても歩 くことのできない 自

身 の障がいを実感 し、車いす で生 きてい くことを決心 した。思春期になる と、健常者 と自

分 とを比較す るようにな り 「この人たちの ようには生 きられない1と の思いや、同世代の

障がいを持たない女子 に対す る劣等感 を抱 くよ うになった。

贋7置プoの女 のヂ、友董の轍 … ズあれ,ち が クぞ汐分ソ っで…ふ つラ～こお雌 とか,瀞

露 ノご乙でρて～」劣籍 があった。話 乙でい傾 の鯖 ら遵 ラ乙、羅 も蜷 だ)から、ズあ轟e

やベ ノつ蔦 ぞ クいラごとを鱒 κ癖oる 嚇 。劒 勲 、を持 たな の同置κの入た ちを雛

…あ ま久近づ二かないよ ク〆ご∠/τ 〃りを。

施設で長期入所 していたCさ んは、障がいを持たない同世代 との関わ りを持っ機会がほ

とん どなかった。思春期 にな り、街 で出会 う女子や 、面会 にくる施設入所児の姉妹 の様子

か ら、 自身 とは違 う同世代女子の身な りや話 し方にCさ んは 「はっ」 とした。そ して、僧

分 〆賦 ス にな っでな い,豊 分～誠 長 乙で〃瞭 〃、んだン と出遅れ た気持 ちを抱 き、障がいを

持 たない同世代の女子を避 けるようになっていった。 しか しcさ んは、次第に次のような

ことに気付いた。

まわ 〃ま琵藪 ナるごと もフヒ葬だ㌔と、蟹ラグ どβ分以ま の るのにな施 るわグ でなな1か ら、

身分 の羽 ぱ〉をげる鋸 を分 かっorや クた ρご、とをやる～ごな伽 泌 要 かを考える。 β

分 の遼 めるペーズ で遼 ん でいごラ、と、療ク。脳 盤騨2ノ 堪 ラ繍 で劒 勲}を痔 った子と中

学　生の僻 に酬 、かど∠β会 っ で、嘩 、と、か も乙で…境遡 も淫えな憲冤 ら逮 久 ぞ ラいラぶ㌧つ

か ク斧いの中でその考詑〆ごいたっノを。

cさ んは、自身 と異なる障がいを持つ同世代女子 とも出会っていた。各々の境遇に葛藤す

る仲間 と意見を交わ し、時には喧嘩で気持ちをぶつけ合い、Cさ んは、 境 遡 も遷えば競

ら違 クノ ことを実感 した。そ して障がいがあることを前提 に、 僧 分 の羽ぱ〉をグる轟 塑を分

か ったま で、や クた いごきをやる～ごな伽3泌 要か考え るごとがンヒ葬なのでなな〃》かゾ と悟

った。 このよ うに、同世代 の障がいを持 たない女子、 自分 とは異なる障がいを持つ女子 と

の関わ りの中か ら、Cさ んは、勉 孝 とβ身 を此鮫 ナることも大 葬である、が、編 ぱ葺分以

ま の るの〆ごなな轟 るカげ でぱな〃》、ノ汐分 のペ ーズ で進ん でのこ 久乃 と.今 後の 自身の生
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き方 についての考えに至っていた。

脳性麻痺のDさ んは、自身の障がいについて、 僧 分が脚 ぶいをちっ で〃、るっでごとな、

4・さい皓か ら車いナ奨 っτ〃、る娃,点て循1った。Z障 が〃、があ るノ っτい ラのな分、かっでたグ

と～ ノ障が いっ でなんだろ ラノ っでごとな、塗撚考え でいなか った。ノ と述べている。生ま

れた時か ら障がいを持 っていたDさ んにとって、歩 けない ことは普通であ り、ただ車いす

に乗 っているかいないか といった、 「見た 目」の違いで障がいの有無を認識 していた。

崎 狡のノ 学狡 の擬 裳の中で η墜が 〃、ノ を羨 ク返 っで、超/乙壁がい、があっ で磁が ク〆ごぐい

か ら 陣 〃、ナを便 つで もノー重た の ものが遅罫べな 〃、、と、かの 催 会的 なノノ壁がのつτ〃、ラのな

初め で理葬 できた。 この鋤 ゴいが ある㌍で、今憂 、どのよ クに涯動 乙よラか と考え始 めた。

その鋤 ∫〃、っでい ラのノがどク〃㌧ラ障が いか っでごと ららちうんだγプど、 身分 の得 爵なごど

をせ葬に 乙よ ラっ τことにな った。

高校生 にな り進路を考え始めたDさ んは、 自分にはどのような機能障がいがあって どの

よ うな仕事 に影響 を及 ぼすのかを考えるよ うになった。 そ して、 自身の障がいを考慮 して

い くことは もちろんではあるが、それ以上に今までの自分が培 ってきた 「得意 なこと」を

生か して社会で生 きて行きたい との思いを抱いた。

頭部外傷後遺症のEさ んは、 自身の障がいに対す る気持 ちの変化について語 った。

6交遍 薯凌 〆ご2あ っでナ ぐのころぱ、 ズなん・で癒 が …Jつ て源 った クもした。 だ万 ど

/障がいを もっで良、かったん じやないかノ つてり蟹ラ。交 湧鍛 に浄わな、かった ら細 ク否っ

でいなのであ ろク2乞諺の培 勝を拷 夢メ ーノ〃て虎 るとそ ラなんだな～って源 ラ。

中途で障がいを持ったEさ んは、受傷直後、「なんで俺が」 と今までとは異 なる自分 にシ

ョックを抱いていた。 しか し、障がい と生 きる中で、新たな友人 との出会いがEさ んに喜

びをもた らし、/隠が〃》を持 っ で黄か ったの でぽなないかゾとさえ思 うようになっていった。

ノ壁が〃》ごなった葬 で 乙あきらめたごと〆カ 、医 孝〆ごなるごまだわた 〃、普遍の錠 乙た癬

〆ごつ ぐことだ㌧った ク。 で も、ぞ・麗 〆ままだ禮 んオあるま信 乙コで〃、るo

障がいを持つ前 の夢 は 「医者」であったEさ んは、障がいに伴い 日常生活全般 に介助が

必要 とな り、高い知識 も必要 とす る医者は難 しいかな と感 じていた。また、Eさ んの障がい

レベルでは一般 的な雇用 に就 くことが厳 しい為、安定 した職 につ くのも難 しい と感 じてい

た。 しか し、Eさ んは希望 を持ってお り、今 に至っている。

脊髄損傷後遺症のAさ んは、 自身の障がいについて、受傷直後か らの葛藤 の末、前向き

に受 けとめていきたい気持 ちを語 った。

こノZから遊 びた 〃、欄 だわ たのに、そ抑が塗部 できな ぐな った …ぼ ら,.愛!と か、!お

酒落!、L、か…私 ズらラ纐 できな〃、,んだンっ て一…私 うかわ 〃、ぞ・ラノって塚 っ で〃りをノブ、L"乃か

わいそ ラっ てり蛋わ虎 るのが霧麹 だっノを・㌔2乞 蓄が η壁が いなぞん な〆こ銃〆ご乙な ぐで もいの

ん0や な 〃、9ノって0な ん で私 こんな気〆ごナるんだろ うね。6彪 設 を遅所 ナる鄭 》らノ 今 で

も、ズ葺分 の薯ン博 きノっで言えるス にな クた 〃、。ズぞんな私 ちあ クよね!ノ つでな クた 〃、!

ちラこ、イノな、/ノで泌冗ノて3〃、/きぐな〃》!

Aさ んは、これか らお洒落や恋愛 を したい と思っていた矢先に障がいを持 ち、 五恋 憂ら車

〃}すなん で・・ソ と、障がいのある自分には恋愛や結婚 も出来ない と感 じていた。 また、 ズ可

甚 ぞラ、L、療わカた ぐな いノ との思いか ら、施設外へ出ることも拒んでいた。 しか し、慨 が

〃、なそん な〆ご気〆ご乙な ぐで〃、〃、ん じゃない9ノ と、友人 の言葉をきっかけに、Aさ んは ズな
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ん で私 ごんな〆ご 齢 ∫ρをノ 気に ナるん・だろ タノ と考 えるよ うになった。そ して、障が

いを持つ 自分 を自分 自身が受 け入れ、あ りのままの 自分で生 きて行きたい気持ちが生 じ
、

今 に至っていた。

V.考 察

施設 で生活す る思春期肢体不 自由児が、 どの ように 自身の 「性 と生」 にっいて考 えてい

たのか を明らかにす る為、思春期 に施設で生活 していた身体に障がいを持つ成人男女5名

にイ ンタビューを した。 その結果、今 まで語 られ ることのなかった 「性 と生」の体験や思

いが明 らか とな り、身体 に障がいが あることや、施設生活が子 ども達の 「性 と性」の発達

に大 きく影響 していることが分 かった。

「第二次性徴」の受 けとめは、子 どもの障がいや施設生活 の状況 によって異な り、身体

的成熟 に伴って変化す る 周 囲 との距離」に戸惑 う子 どももいた。 また、施設の中で 臼常

的に行われ る 「身体的 ケア」 は、一部の子 ども達 に蓋恥心や嫌悪感 を抱かせ、人間 として

の尊厳 を脅か していた等、思春期肢体不 自由児 は施設の申で様々な体験を通 し、自らの 「性」

と向き合 っていた ことが明 らか となった。

また、思春期 は、他者 と比較 しっつ 自分 らしさを見つけ、 自立 と依存の葛藤 を繰 り返 し

なが ら 「アイデンテ ィティ」を形成 してい く時期である。施設 で生活す る思春期肢体不 自

由児はa「 他者の視線や言動」に複雑な思いを抱いた り、 「施設外の世界」 に警戒心や恐怖

感 を覚えた り等 の体験 を通 し、 自身の障がいや.施 設で生 きる自身の境遇 と向き合 ってい

た。そ して、障 がい と共 に、他者 との関係 の中でこれか らどう生きて行 こうか と、 自身で

考 えてきたことが多 く語 られていた。

以上の ことか ら、1.思 春期肢体不 自由児が施設の中で向き合 う 「性」、2.施 設で生活

す る思春期肢体不 自由児のアイデンテ ィテ ィの形成、について考察 を深める。

1。 思春期肢体不 自由児が施設の中で向き合 う ゼ性」

1)施 設で生活す る思春期肢体不 自由児の 「第二次性徴」の受けとめ

生まれた時か ら脳性麻痺 と生きて きたBさ んとcさ んは、第二次性徴 を 「待ちに待 った

気持ち」で受 けとめていた。一方、思春期 の直前に脊髄損傷 となったAさ んは、第二次性

徴 によって自身 に生 じる身体的変化 に待 ちわびた様子はなく、訪れた月経に対 して も嫌悪

感 を抱いていた。第 二次性徴 によって急激な身体的変化が生 じると、 これまで慣れ親 しん

で きた身体が大人の身体へ と変わってい くこ とに動揺 し、違和感 を生 じると言われている

(都筑 ⑳06)。 しか し、Bさ んやCさ んは、幼少期か ら障がいのある自身の身体像 を認識

し、また、施設の中で、大人びてい く年長児の様子を常 日頃見ていた為、第二次性徴 はむ

しろ 自身の大きな成長 であると肯定的に捉えていた。一方Aさ んは、「本当はナプキン使い

たかった」 と、月経 に憧れ を抱いていた側面 も見せ ていたが、脊髄を損傷 しeシ ョックを

受 けていた為、障がいのある自身の身体像は安定 してお らず、そこに第二次性徴が訪れ る

ことでさらなる困惑が生 じた と考 えられ る。 この ように思春期肢体不 自由児の ギ第二次性

徴」 の受け とめは、 自身の障がいや身体像 の認識、そ して施設で集団生活する年長児 との

関わ りが大きく影響 していた。
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また月経 の対処について、脊髄損傷 のAさ んは 「ナプキンなんてい らない と自暴 自棄に

なった」と語ってお り、脳性麻痺のCさ んも 嘘 液が床 とか に垂れ るんで最初 は戸惑った」

と語 っていた。 二分脊椎女性 を対象 とした研究では、導尿や摘便だけで も精一杯の中、迎

えた月経の処理を煩わ しく思 うことがあると言われ てお り(道 木,岩 谷,盆 ◎G8)、Aさ ん も

Cさ ん も障がいのある身体 にさらに迎えた月経が煩わ しい ものであると感 じていたことが

推測できる。それでもe第 二次性徴 を肯定的に受け とめていたCさ んは、噺 聞(紙)を 床

に敷いて…」 と施設職員や友人 と共に、 自身の障がいに合 った対処方法 を見つ け出す こと

ができていた。Cさ んは、自身に障がいがある上で、月経 とどのように付き合 っていけばよ

いか を積極的に考 えた。そ して、友人が職員の手を借 りて月経 と向き合 う姿を常 日頃見て

お り,友 人 もcさ んの月経 を見守 る聞柄 にあった為 、自然 と友人や職員 に相談す る行動 を

取るよ うになったのではないか と考え られ る。 このよ うに、障がいのある身体 に訪れた第

二次性徴 を肯定的に受 け とめつつ、 さらに、集団生活 をす る年長児や友人、職員に助 けを

求めることによって、個別の障がいに応 じた月経等 の対処方法を作 り出す ことが出来た と

考える。

2)施 設で生活す る思春期肢体不 自由児 の周囲 との距離への戸惑い

第二次性徴 は身体的成熟に伴い、周 囲 との関わ りにも変化 をもた らす。他者 にベタベタ

と接触す るスキンシ ップをす ることによって安心 を得ていたDさ んは、年齢 と共に過度な

身体接触 について周囲から注意を受け、「戸惑い」を抱いていた。乳幼児期 は特定の重要他

者 の暖 かい 触 れ 合 い か ら信 頼や 安 心感 を得 る とい った 愛着 が形成 され(8◎w互 姻,

1969/1976)、 この愛着形成が土台 となって、次第に、言葉や ジェスチャー によるコミュニ

ケー シ 藤ンによって人間関係が構築 されていく。 しか し、Dさ んの ように幼少期 よ り家族

と離れて生活 している子 どもは、愛着 を結ぶ対象 を得 ることが難 しい。 また、幼少期 より

複数回の手術や リハ ビリ等 の多 くの医療的ケアを必要 とし、介助 として身体 に触れ られ る

ことが多い障がいを持つ子 どもは、愛情 としての暖かいスキンシップを経験す る機会が減

るといわれている(道 木,2◎14)。 この ようにe施 設 で生活する肢体不自由児は、愛着が十

分 に形成 されていない可能性が高 く、思春期になって も他者 との身体接触や距離を うま く

保てない場合があると考え られ る。木全(2413)は 、愛着形成 の不全を抱 える子 どもには、

握手な どの 「ふれあいの文化」 を保証 し、 「浅 くてベ ッタ リな関係」から 「深 くてあっさり

した関係」へ変えてい く実践 が必要であると述べてい る。施設で生活する思春期肢体不 自

由児に対する関わ りにおいて、「思春期」 とい う年齢 のみで身体接触や距離を考慮す るので

はなく、家庭環境や愛着形成 を踏まえ、対象児に応 じた コミュニケーシ 鷺ンを取 りっっ、

次第 に他者 との心地 よい距離 が保 てるよ うに援助 してい くことが重要であると考え られ る。

3)施 設で生活す る思春期肢体不 自由児の人間 としての尊厳

施設で生活す る肢体不 自由児 の多 くは、 日常的に何 らかの医療的 ・身体的介助 を必要 と

している。 そ して、思春期になる と、導尿や洗腸行為そのものに対す る嫌悪感 、身体介助

によって生 じる自身の性的反応 に差恥心 を抱いていた。 さらに、プライベー トゾー ン(性

器な ど水着で隠れ る部分)を 異性介助者や不特定多数の医療従事者にさらけ出す体験 もし

てお り、その体験が成入になった今 でも影響 している者 もいた。 このよ うに、施設 で生活
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す る思春期肢体不 自由児 は、人間 としての尊厳である 唯 」が、医療的 ・身体的ケアを受

けることによって脅か され、思春期以降に も大きな影響を及ぼ していると考え られ る。

医療 を受 ける子 どもの権利 として、 「病院 の子 ども憲章」では、 「子 どもたちは気配 りと

共感 を持 って治療 され、プライバ シーはいつ も守 られ るべきである」 と記 されている(子

どもの病院環境&プ レイセラピ._._ネッ トワー ク,2◎02)。 呼 どもにや さしいヘルスケア ・

イニシアテ ィブ」において も、 「職員は、個別のニーズを持 ちプライバシー及び尊厳を守る

権利 を持つ一人の人間 として、子 どもに接す ること」が提唱 されている(一木,増 子,窯◎08)。

今 回のイ ンタ ビューにおいて、思春期の時期に施設で医療的 ・身体的介助 を受ける1「 人

間 として接 してほ しい」、 「プライバシーの配慮を して ほしい」 と語 られた。そ して0「 人間

として接す る」 とはa相 手の立場 に立ち、専門職 として効果や根拠を踏まえた医療的 ・身

体的ケアを提供 してほしい とい う思いが込め られている。 げ ライバシーの配慮」 とは、介

助者 が子 どもの露出を最大限に避 ける配慮や 、出来る限 り同性介助を行 うこ とと同時 に、

介助 を受ける本人が 自身の力でプライバ シーを守 ることが含まれている。心地 よい介助が

成 り立つ条件 として、松 田(2◎09)は 、ケアす る側 が受ける気持ちになって行 うことと同

時に、ケアの受 け手 は何を どうして欲 しいのか しっか り伝 えることと言 ってい る。 思春期

以降も医療的 ・身体的介助が必要な子 どもが、人間 として尊重 されて生きていくためには、

「性」の発達を著 しく遂 げる思春期の時期に、 唯 」の尊厳 を守 る他者 との関わ りを確立 さ

せてい くことが重要 であると考え られ る。介助 され る側 ・す る側 の信頼 関係 を築きつつa

共 に 「性」を守 る働 きかけを してい くことが、施設で生活す る思春期肢体不 自由児 と施設

職員双方に課せ られている と考 えられ る。

性 的な描 写のある雑誌に関す る取 り扱 いについて も、イ ンタビュー中で不満が述べ られ

ていた。児童養護施設 の鎧塚(2◎10)は 、思春期 になると性的関心が高ま り、性的描写の

ある雑誌 を読み たくなることはいかがわ しい ことではないが、幼児や小学生の子 どもと一

緒 に生活 している施設 において、 目につきやすい ところに雑誌がおいてあるといった状況

は好ま しくない と述べてい る。実際に研 究参加者 の中には、性的描写のある雑誌が見っか

る と、「注意を受ける」、 殴 収 され る」等の対応 を受 け、その対応が 「酷であるje「 笑って

許 され ないだ ろ うか」 と感 じていた。

「性 」を育み生 きるとい うこ とは、命を大切に し.自 分 も相手 も思いや る気持 ちが大前

提であ り(飯 村,露0欝;永 野,露013)、 そのためには、まず、噛 分 は大切な存在なのだ」

と、自尊感情 を育む ことが大切 と言われている(袖 井,窯0嬢;三 輪212)。 施設で生活す

る肢体不 自由児 は、障がいや施設構造 に伴 い、他者 に身体的ケアを任せ た り、プライベー

ト空間が持てなかった り等、 自身の力 で自身の 「性」 を守 ることが難 しい場合がある。 そ

のため 日々のケアを通 して、年齢 と共に変化す る 「性的発達」に合 わせ 、 自身の 「性」が

大切 にされ ている と実感 できる経験を積む ことが、 自尊感情を育む重要な要素であると考

え られ る。その体験に よって、 自分だけでな く他考の 「性」 も大切 にす る働 きかけが可能

とな り、「相手 を思いやる」、 「プライバ シー を守る」等 といったことが語 り合 えるよ うにな

ると思われ る。 そ して、成熟 した身体や異性 などに魅力 を感 じた時こそが、 自身が主体的

に 「性」 を踏まえ行動す る第一歩 となってい くのではないか と考 えられる。

性的描写のある雑誌 は、 自身 の性 的欲求を満たす ものである と同時 にa施 設 に入所 して

いる低年齢児の 目に触れ ることで、他児の 「性 」を脅かす ことにもな りかねない。 この よ
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うに、「性」を守 るためにど うしてい くべきなのか、話 し合いの中で、初めてルールが存在

してい くと考えられ る。頭 ごな しに 「ダメ」と非難せず 、子 どもと共に、自分や他者の 「性」

を守 るためには、 どのよ うに行動 した らいいのか、語 り合 うことが重要である。

2.施 設で生活す る思春期肢体不 自由児のアイデ ンテ ィテ ィの形成

Er癒s◎鍛(1959/1鶉1)の 言 う 「アイデンテ ィテ ィを持つ感覚」 とは、すなわち、「自分は

自分であ り、何者で もない」 とい う不変性 と、「過去の自分があって今 の自分があ り、未来

に向かってい る」 とい う連続性か ら生 じる自己評価(§e懸es艶e憩)を 持ち、同時に 「他者

における自己の意蜘 を見 出 しつつ、社会的役割 を統合 してい くことであると考 える。そ

の人の行動 、考 え方、生き方 に大きな影響 を与 えるこのアイデンテ ィテ ィは、思春期 の時

期に一度方向性 を確立す るものの、生涯を通 して発達 し続けてい くものである(岡 本gi.r)。

施設で生活す る思春期肢体不 自由児 も、様 々な体験 を通 して 自身のアイデ ンテ ィテ ィを

形成す る渦 中にいた。 ここでは山田の研究(鶏008)で 提唱する、 自己能力に対す る信頼感

を基盤 に形成 され る 「個」のアイデ ンテ ィテ ィと、 自己を取 り巻 く世界 を基盤 に形成 され

る他者 との 「関係性」のアイデンティティの視点に分けて考察す る。

1)施 設 で生活する思春期肢体不 自由児の 「個」のアイデ ンテ ィテ ィの形成

生まれた時か ら障がい と共に生きてきた研 究参加者 は、 「リハ ビリを しても…無理」噛

分 には出来 ない」等、健常な他者 との比較 よ り劣等感 を抱 く体験を した者が多かった。 し

か し障がいを持つ仲間 と共 に過 ごす施設では、噛 分の得意なこと」や 噛 分の好きな格好」、

噛 由な生活」等 を考えてお り、思春期 になる と、身だ しなみや施設の規則に関する大人

か らの忠告 に、正当な理 由を持 って反発するこ ともあった。 このよ うに子 ども達は、幼少

期か ら劣等感 を抱きやす く、噛 己能力に対する信頼感」の獲得が難 しい と考えられる反面、

施設 とい う限 られた世界の中では、自分な りの 噛 立」を目指 し生きてきたことが伺 える。

また、幼少期 か ら向き合 ってきた 自身の 「障がいのある身体像」により.子 ども達は第二

次性徴 に伴 う身体的変化 を、健常な思春期の子 どもに生 じる心理的な動揺ではな く、む し

ろ自身の大きな成長 と肯定的 に捉 え、その上で 自身の 「性」 をどのように生 きるか を考 え

ていた。イ ンタ ビューでは、障がいを持 ち施設 で生活す る自身の ギ将来」を考 え、その上

でのお洒落や男女交際のあ り方 について考 えていた ことが明 らか となった。幼少期 よ り障

がい と生 きる子 どもは、保護 され る受 け身 の存在 として生育す る為、 自立や能動性の発揮

が重要な課題 と言われている(藤 城,平 部,2◎ ◎5)。しか し、施設で生活する生来的な障が

い を持つ思春期の子 どもは、施設内において、自身の障がいを受 けとめ、自分 自身の力で、

これか らど う生きていきたいかを考えていた。

一方
、中途障がいを負 った者 については、先行研究において、 自分の人生が突然断ち切

られた とい う意識 と、多 くの ものの喪失感をもた らす と言われている(藤 城,平 部,2◎05)。

特 に、思春期の直前で突然 、障がいを負った研究参加者 はeゼ なんで俺が…」や、 「これか

ら遊びたい時期 だったのに…」 と、受傷直後のシ ョックを語った。そ して、障がいを持つ

前に抱いていた 嘔 者 にな りたい」、rお 洒落、恋愛、結婚 したい」 といった将来の夢や理

想 を 「も う無理だ」 とあき らめていた。 このよ うに、思春期の直前で中途障がいを抱 える

ことで、今 まで育まれていた 噛 己能力の基Jや 「将来への展望」が崩れ去る体験 をす
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るこ とが考 えられた。 そ して、中には、他者 との交流 を拒む者や、第二次性徴 に伴 う身体

的変化 に嫌悪感 を抱 く者 もいた。 しか し、障がい と共に施設で生活す る中で、 瞳 がいを持

って よかったん じゃないか」や 「なんで私 こんな(障 がい を)気 にす るんだろ う」 と述べ

てお り、仲間の存在や友人か らの言葉をきっかけに、障がいを持つ人生への意味づ けや、

障がいを持つ 自己像 の再構築 を始 めていた。 このよ うに、施設で生活す る肢体不 自由児の

中で、思春期直前に中途障がいを負 った子 どもは、思春期 の発達課題 である 「働 として

のアイデ ンテ ィテ ィを形成す る時期に、今まで積み重ねてきた 自身の発達課題 を大き く崩

し、障がい と共に生 きる 自分 を作 り直そ うとしていた。

2)施 設で生活す る思春期肢体不 自由児の 「関係性」のアイデンティティの形成

関係性のアイデ ンテ ィティの発達 は、誕生直後か ら母親 との相互の関わ りによって形成

されてい く 「個体内関係性」 を基盤 に、人生の中で出会 うさまざまな他者 と関係 を築いて

い く 「社会的関係性」へ と発展 してい く(岡 本,2◎1D)。 「社会的関係性」 は、他者 を受 け

入れ てもなお 自己を失わないカ とも言われてお り、思春期 になると、「社会的関係性」のあ

り方が安定 し始 める と言われ ている(岡 本,2Q1◎)。 しか し、施設で生活する思春期肢体不

自由児は、 この 「関係性」のアイデ ンテ ィテ ィを育む上で、大 きな危機 を抱えていた。

幼少期か ら家族 と離れ て生活す ることを余儀 なくされていた肢体不 自由児は、母親 のよ

うな特定の重要他者を得 ることが難 しく、「個体内関係性」の基盤 が築かれ にくい と考えら

れ る。 このよ うな困難 を抱 えつつ も、子 ども達 は、施設の職員や障がいを持つ仲間 との関

係 を築き、思春期 の時期 には施設内における ド社会的関係性」は安定 し始 めていた。 しか

し、「他者の 目」や 「施設外の世界」に、複雑な思いや恐怖 を抱いたと語っていた者 も多 く、

施設外 での体験 は、施設内で培われつつあった 「社会的関係性」のアイデ ンティティを揺

るが していた ことが考 えられ た。

生まれた時か ら障 がい持 って生きてきた子 どもは、幼少期 よ り 「施設外での世界」に触

れ、自身の障がいを理由 とした多 くの劣等感を感 じていた。 そ して、噛 分 と健常者は異な

ってい る」 といった意識 を常に持つ ことが必要 と考 えた者 もいた。思春期 になると、特に

同年代の健常児の、話 し方、姿、格好までを自身 と徹底比較 し、噛 分 とは違 う」 と、よ り

敏感に感 じるようになった者 もいた。そ して、施設 内で培われた 「社会的関係性」が揺る

が され、○同世代 の健常児を避 けるようになった。 「社会的関係性」は、 自己と他者の相互調

整 を通 して、 自分を明確化す るプロセスを経てい くが(杉 村,;,1,'i)、 施殺で生活する思春

期肢体不 自由児 は、施設内 と施設外 の世界の違 いに大きなギャ ップを感 じ、 さらなる劣等

感 を抱き、他者 との交流 を避 ける傾向があると考 えられ る。

思春期 直前で中途障がいを負 った子 どもは、 「今までの自分 を崩 し、障黍いと共 に生きる

自分 を作 る」渦 中にお り、まだ、障がいを負 ったことを受 け入れ られ ない状況にある場合

もある。 その為、「他者の 則 について、「道端 に捨てた子犬 を見 るよ うな 目で(見 られ)

…人 の目怖 いJと 感 じ、歩 けな くなった自分 を自分 自身では 「可哀 そ う」 と思って も、他

者 には 「可哀そ う」 と思われた くない と、人の 目に恐怖 を感 じる者 もいた。

一方
、 自分のこれか らの生き方において、噛 分のペースで生きて行 こ う」や、rあ りの

ままの 自分でいよ う」 との考えに至った者 もいた。その基盤 となった体験は、健常者 と自

身 との比較 における葛藤や、 自身 とは異なる障がいの児 との意見のぶつけ合いであ り、ま
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た、 自身の機能障がい は施設外や仕事で どのような困難があるかを考えた上で、 自身の得

意な ことも含め進路を選択 していた者 もいた。

このよ うに、弛 者 の 鋤 や 「施設外の世界」は思春期肢体不 自由児のアイデンティテ ィ

を形成す る上での 脆 機 とな り得 ることが考え られるが、同時に、再度 自分 を見つめ、

他者 との関係 の中で 自分 らしさについて考える 「転機」にもな り得 るものであった。

V蔓。 結 論

1.結 論

施設 で生活 を送 る思春期肢体不 自由児 が、 どのよ うに自身の 「性 と生」にっいて考えて

いたのかを明 らかにす る 目的でインタビューを実施 した結果、以下6つ のテーマが得 られ

た。

1)待 ちに待 った第二次性徴 を迎 え、障がいを抱えて大人になる自分の 「性」について

考 えた。

2)他 者か ら身体的 ・医療 的ケアを受 けなけれ ばな らない状況に蓋恥心や劣等感 を抱き、

「私だって人間だ もん」 と思った。

3)障 がい と共に他者 と集 団生活 をせ ざるを得 ない 自分達への大人の対応が納得できな

かった。

4)障 がいのある自分 を見ている 「人の 目が怖い」 と思った。

5)外 の世界 は怖いけ ど、施設 の狭い世界だけでな くもっと世の中を知 りたかった

6)障 がいを持ってこれか らどう生きていこ うか自分で考 え.自 分のペースで進んで

い こうと思った。

2.実 践への示唆

本研究に よって見い出 された、施設 で生活す る思春期肢体不 自由児 の 「性 と生」の発達

を育むための看護 実践について以下に述べる。

「第二次性徴」の受 けとめに関す る援助 として、施設職員 は、身体的成熟 と共 に、子 ど

もが 自身の障がいについて どのよ うな想い を抱 いているのかを同時に把握 し、心理的サポ

ー ト及び、仲 問 との関係 が維持できるよ う環境 の調整 を してい くことが必要であると考え

る。 また、乳幼児期 に獲得すべき愛着形成 を他者に求め続 け、他者 との距離 に悩む思春期

の子 どもには、その子 どもの家庭環境や愛着形成の状況 を踏 まえた上で関わ り、次第に他

者 との心地 よい距離が保て る援助 の必要性 がある。そ して、人間としての尊厳 である 「性」

が、医療的 ・身体的ケアを受 けるこ とによって脅か されないよ う.ケ アをす る際は、常に

子 どもの立揚に立ち、プ ライバシーの配慮や根拠 を踏 まえた実践を子 どもと共に作ってい

くことが必要である。さらに、「性」について子 どもと語 り合い、自分 も相手 も思いや る 「性

と生」を、施設生活 の中で育んでいくことが重要である。

また、 「個」 と 「関係性」のアイデ ンティティを形成 していくためには.第 一に、障がい

がある上での 噛 己能力の信頼 を培い、 噛 尊感情」や 噛 立性」を高めてい くといった

「働 のアイデ ンティテ ィを育む働 きかけが重要である。 そ して、施設外活動や他者 との
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交流 を取 り入れ、 ヂ関係性」のアイデ ンテ ィティも同時に育み、r個 」 と 「関係性」のアイ

デ ンテ ィテ ィが相互に関係 し合いなが ら、子 どもの発達を促進 してい くよ うにする必要が

ある と考 える。 また、 咽 」のアイデ ンテ ィテ ィの形成前に、 「今までの 自分 を崩 し、障が

い と共に生 きる 自分作 り」を してい る中途障がいの子 どもには、 自身の障がい とじっくり

向き合える環境や、施設 内の障がいを持つ伸間 との ピア的 な繋が りが重要ではないか と考

える。 このよ うに、施設職員 には、一人ひ とりの子 どもに必要 な社会的体験や環境 を調整

し、「個」 と 「関係性」のアイデンテ ィテ ィを育んでいけるよう援助 していくことが求め ら

れ ている と考 えられ る。

3.研 究の限界 と今後 の課題

研究参加者は、関東圏内のある施設 で、思春期の時期 に生活 していた障がいを持っ成人

男女5名 であった為、施設の特徴や地域背景が影響 している可能性がある。また、今回は

噛 身の考 えを認識 して言葉で伝 える」ことが可能な研 究参加者であった為、実際の肢体

不 自由児 に多 く併発す る 「認知発達の障がい」の視点も考慮 してい く必要がある。

「性 と生」の発達、肢体不 自由児、医療型 障害児入所施設等 を兼ねた研究が非常に少な

い現状において、今回の研究は、思春期 の時期に施設で生活する肢体不 自由児の 「性 と生」

における看護 を考えてい くきっかけ となることが考 えられる。今後は思春期だけでな く、

幼児期や学童期 にも視野を広げ、研究を進 めていくことで、施設で長期入所す る肢体不 自

由児 のライ フサイクル全体を見越 した 「性 と生」 を育む看護 を提供す ることに繋 げていき

たい。
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資料1

センター長

看護科長

×x様 年 月 翼

××様

施設 で生活す る思春期肢体不 自由児の 「性 と生」

研究対象者の紹介に関するご協力のお願い

拝啓

時下、ますますのご清祥の こととお喜び 申し上げます。

私は首都 大学東京大学院 人間健康科 学研究科看護科学域 博士前期課程 で学んでお り

ます伊藤正恵 と申します。 これ まで施設 の看護 を行 う中で、特 に思春期の子 どもの 唯 」

にっいて関わって参 りま した。そ こでは、運動機能の制限や 医療的ケアを理 由に、また施

設での共 同生活や身体的 ケアが 日常的に行 われ る中で、様々な 「性」の課題 を持っに至っ

てい る子 どもを垣聞見てきま した。 また、生い立ちや障がい と向き合 う中で、 自己肯定感

が低い ことや他者 との距離が うまく保 てない といった子 どもも見受 けられま した。そ こで

自分や他者 を肯定 し共 に生きることを 目的 に、牲 」や 「生」について子 どもと共 に考 える

教育 「性 と生の教室」を 露◎憩 年 より実施 してきました。 この教室後の聞き取 り調査では、

命や生きることへの肯定的な気持 ちが表出 されていた一方で、噛 分が嫌い」、 「人間関係 は

難 しい」、「恋愛 ・結婚 ・出産ができるのかJ等 、心身共 に大き く成長す る中で、障がいや

生育の受 けとめをきっかけに自身の 「性」や 「生」に悩み、葛藤を抱 く様子が伺 えま した。

近年、障がいの重複化 、虐待や養育困難 といった社会的 な理 由によ り、医療型施設 に入

所す る子 どもが増加 してお り、 さらに入所期 間が長期化 している と言われています。その

ような環境 下で、身体介助 を 日常的に受 ける思春期 の子 どもの ギ性 と生」を育む看護 を考

えるために、思春期の時期 に施設で生活 していた身体障がい を持っ成人の方が、当時 どの

よ うな体験 を し、施設退所後の生活 も含 めて、 どのよ うに 自分 自身の 「性」 とf生!に っ

いて考 えていたのかを明 らかに したい と考 えてお ります。つ きま しては、貴院の外来 にお

いて、研究対象者 となる患者様 をご紹介いただきたい と考 えてお ります。研究 目的 と方法、

対象者な どは以下の通 りです。研究の趣 旨をご理解 の上、ご協力頂けます よ う、何卒よろ

しくお願い 申し上げます。

1、 研 究 目的 と意 義

本研 究は、施設で生活 を してい る思春期肢体不 自由児 牲 と生」についての思いを明

らか にすることを 目的 としています。 この研究 目的が明 らかになることで、施設で生活

を送 る思春期肢体不 自由児が、 自らの 唯 と生」を受け とめ、他者 とのよ り良い生き方

を見出す援助について考 え、実践するこ とに繋が ります。また、思春期肢体不 自由児の

「性」を尊重 した 目常的身体ケアにっいて最善の方法を考えることが出来ます。

2.研 究 期 間 と研 究 デ ザ イ ン

研究期間は、平成25年 度首都大学東京荒川 キャンパス研究安全倫理委員会承認後か ら、

平成26年 亙月まで とします。イ ンタビューによる質的記述的研究を行います。

3.ご 協 力 頂 きた い 内容

思春期の時期 に、施設で生活を していた2Q～30歳 程度の男女で、下記の条件を満 た
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す者、計5名 程度をご紹介頂 き、貴院 より候補者 に研究依頼の封筒 を渡 して頂 きたい と存

じます。

〈研究対象候補者の要件〉

①入所していた時期に援助者から身体介助を受けていた者

②筆談を含めた会話が出来る者

③インタビュー調査を依頼する時点で、心身が安定している者

4.研 究 方 法

1)研 究対象者への依頼方法

貴院 よ り、研究対象の候補者 に 「研究への参加 ・ご協力のお願い」を同封 した封筒

を渡 して頂 きた く存 じます。その際に、研 究の協力は 自由意志 に基づ くものであり、断

って も施設 において不利益 を受 けない ことを伝 える文書も同封 させて頂 きます。その後、

研究対象者か ら参加 の是非 を郵送 もしくは電子メールで直接研究者 に返信 して頂 きます

が、貴院 には、対象者 のプライバシーの保護の為、 どの候補者が研究参加 に同意 したの

か はお知 らせ致 しません。研究参加 の意思 が確認 できた対象者には、研究者が電話 もし

くは電子 メールで、研究についての疑問や意見についての有無の確認や、研究対象者 の

意向を最優先 した 日程調整や場所 の設定を行います。イ ンタ ビュー調査 を行 う際 には、

再度文書 と口頭で、研 究の趣 旨、方法、倫理的配慮について十分説明を行い、対象者 の

理解 を得 た上で、同意書 を交わ します。

2)イ ンタビュー内容

今まで障がい と共に生 きてきた 自身 の人生を振 り返 り、その中で生 じた 「性 と生」に

関する想 いや体験について、以下を踏まえ自由に語って頂 きます。

①思春期 の時期に、大人へ変化する体や、障がいをどの ように受けとめていたのか

②施設入所中に、性 に関 して どのよ うな体験や思いを したのか

③施設退所後 か ら現在 を振 り返 り、施設入所中にどのような性に関す るケアが必要

であると思 うか

3)イ ンタビュー内容の録音について

インタビュー内容 を分析す るために、ご本人の同意 を得てICレ コーダーに録音いた し

ます。録音の同意が得 られない場合は、メモを取 らせて頂 けるかを確認いた します。

5.研 究結 果 の 開示 と公 表 に つ い て

研 究結果 について、 ご本人にのみ ご希望がございま した ら後 日郵送 させ て頂 きます。 ご

本人の同意 を得た上で、関連学会における発表や修士論文 として公表 します。その際には、

個人 が特定 され ることはあ りませ ん。 また、ご本人にお話頂いた内容や情報は、本研究の

目的以外 に使用す ることはございませ ん。

6.倫 理 的配 慮

対象の 自由意思 による研究協力 を確保するために、研究者への研究コンタク トにっいて

貴院 に仲介役 をお願 いいた します。研究に協力 をす る意思が表示 された研究対象候補者 の
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みに研究者が直接 コンタク トを致 します。その際、対象者 には、文書及び 口頭 で、研究 目

的 と方法、研 究への参加協力の自由意思 と拒否権、プライバシー及び個入情報の保護、研

究結果の公表について、研究に関す る質問や意見な どの連絡方法な ど倫理的配慮について

充分に説 明を行い、対象者の理解 を確認 した上で文書によって研究参加の承諾 を得て行い

ます。

研究に関す るご意見 ・質問等があ りま した ら、下記 の連絡先 までお知 らせ ください。

敬具

腱 絡先1

伊藤正恵 首都 大学東京大学院 人問健康科学研 究科

東京都 ××区 ××××E嚥ma丑:× ×××

〈指導教授〉

飯村直子 首都大学東京大学院 人間健康科学研究科

東京都x× 区x× ××E-ail:× ×××

看護科学域 博士前期課程2年

Tel:× ×××

看護 科 学域 教 授

Tel:× ×××
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研究代表者用 ・ 研究協力者用

資料2

研究対象者の紹介に関する同意書

私は、看護研究 「施設 で生活す る思春期肢体不 自由児の 「性 と生」にっいて、

以下の説明を受けま した。(説 明に該当す る内容 に、 レをつけて くだ さい)

(該当するものにレをして下さい)

m.研 究 目的 と意義について

口2.研 究期 間について

口3。 研究対象者 について

L .研 究方法について

m.イ ンタ ビュー内容の録音について

口6.研 究結果の公表 について

口7.個 人が特定 され ないよ う、匿名 にす ることについて

口8.研 究についての疑闇 ・意見 に関する連絡方法 について

この研究の趣 旨を理解 し納得す ることが出来ま したので、インタビュー調査に協力

す る候補者 の紹介することに同意 します。尚、いつで もこの同意は取 り消す ことが出

来 ることも承知 してお りその場合は意思表示 します。

平成25年 月 日

氏名 印(自 署)

ご住所

ご連絡先

説明者署名

(同意書は、施設用 ・研究代表者用の計二部 を作成 し、それぞれが保管する。)
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資料3
×× × × 様 年 ・ 月 日

施 設 で 生 活 す る思春 期肢 体 不 自由児 の 「性 と生 」

研究への参加 ・ご協力のお願い

拝啓

時下、ますますのご清祥の こととお喜び 申し上げます。

私は首都 大学東京大学院 人間健康科学研 究科看護科学域 博士前期課程で学んでお り

ます伊藤正恵 と申します。 これまで施設 の看護 を行 う中で、特に思春期の子 どもの 「性」

にっいて関わって参 りま した。そこでは運動機能の制限や 医療的ケアを理由に、また施設

での共 同生活や身体的ケアが 日常的に行 われる中でa様 々な 「性」の課題 を持つ に至 って

いる子 どもを垣間見てきま した。 また、生い立ちや障がい と向き合 う中で、 自己肯定感が

低 い ことや他者 との距離が うま く保 てない といった子 どもも見受け られま した。そこで、

「性」や 「生」について子 どもと共 に考 える教育 「性 と生の教室」を201◎ 年 より実施 して

きま した。 この教室後の聞き取 り調査 では、命や生きることへの肯定的な気持 ちが表出 さ

れ ていた一方で、「自分が嫌 い」、「人閲関係 は難 しい」、 ギ恋愛 ・結婚0出 産ができるのか」

等、心身共に大 きく成長する中で、障がいや生育の受 けとめをきっかけに 自身 の 「性や生」

に悩み、葛藤 を抱 く様子が伺 えま した。

近年 、障がいの重複化、虐待や養育困難 といった社会的な理 由によ り、施設に入所す る

子 どもが増加 してお り、さらに入所期間が長期化 している と言われています。そのよ うな

環境下で、身体介助を 日常的に受ける思春期の子 どもの 「性 と生」 を育む看護 を考 えるた

めに、思春期の時期 に施設 で生活 していた方が、当時 どのよ うな体験を し、施設退所後 の

生活 も含 めて、 どの よ うに自分 自身 の 「性 と生」について考えていたのかを明らかに した

い と考えてお ります。つ きま しては、貴方 に本研究の ご参加0ご 協力を頂 きたい と考えて

お ります。研 究 目的 と方法は以下の通 りです。研究の趣 旨をご理解の上、 ご協力頂 けます

よ う、何卒よろしくお願い 申し上げます。

笠。研 究 目的 と意 義

本研究は、施設で生活 を してい る思春期肢体不 自由児 の 「性 と生」 についての思いを

明 らかにす ることを 目的 としています。 この研究 目的が明 らかになることで、施設で生

活 を送 る思春期肢体不 自由児 が、自らの 「性 と生」 を受け とめ、他者 とのよ り良い生き

方を見出す援助 について考 え、実践す ることに繋が ります。また、思春期肢体不 自由児

の 牲 」 を尊重 した 日常的身体 ケアについて最善の方法を考 えることが出来ます。

2.研 究期 間

平成25年 度首都大学東京荒川 キャンパス研究安全倫理委員会承認後 より、平成26年1

月まで とします。

3.研 究方 法(ご 協力いただきたい内容)

今 まで障がい と共 に生 きてきた 自身の人生を振 り返 り、その中で生 じた 「性 と生」 に関

す る想いや体験について、以下を踏まえ自由に語って頂けれ ばと存 じます。

①思春期の時期 に、大人へ変化す る体や障がいについてどのように受け とめていたか

②施設入所 中に、性 に関 して どの ような体験や思いをしたのか
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③施設退所後か ら現在 を振 り返 り、施設入所中に どの ような性 に関するケアが必要であ

る と思 うか

イ ンタ ビューは、貴方の都合 の良い 日程 と揚所 を優先致 します。 インタ ビュー時間は、

30分 ～1時 間を予定 してお ります。また、お話頂いた内容については、許可を得てICレ 灘

一ダ0に 録音 させ て頂 きたい と思っています。

4.研 究 参 加 協 力 の 自由意 思 と拒 否 権

この研 究への ご協力は 自由です。研究 に同意 された方のみに、インタビューをお願いす

る ものです。同意 できない場合 は遠慮 なくその旨をお伝 え くだ さい。一度 ご協力に同意頂

いた後で も、研 究への参加 を取 りやめたい と思われた時にはいつで も中止す る事が出来ま

す ので、その時はご連絡 を下 さい。 この研究参加 に同意 されないことで、不利益が生 じる

ことは一切 ございませ ん。また、お断 りにな られても、施設サー ビスには一切不利益が生

じない ことを施設 にも確認 してお ります。 ご都合が悪い場合は、インタビュー 日時の予定

を変更する事 も可能です。イ ンタ ビュー内容 は上記 の通 りです。 自身の性や障がい、生い

立ちに関す る質問内容 を聞かせ て頂 くため、思い出 した くない体験を回想 させ て しま う可

能性 があ ります。そ こで、 あらか じめ話 した くない内容に関 しては話 さな くてよい権利 が

保 障 されてお り、イ ンタビュー中に不快 な心身 に負荷が生 じた場合、いっで もイ ンタ ビュ

ーを中止す るこ とが出来ます。

5.プ ラ イ バ シ ー 及 び 個 人 情 報 の 保 護

プライバ シ0が 保たれ る会議室等でイ ンタビューを行い、データ内容は、氏名や個人が

特定できる内容 を全て暗号化 し、パス ワー ドをかけ、紛失な どないよう厳重に保管致 しま

す。発表 の際にも匿名化 を徹底 し、研究終了後は全ての電子データを初期化 し、紙デ.___タ

はシュレッダー をかけます。

6a研 究 結 果 の 開示 と公 表 につ い て

研究結果 についてご希望が ございま した ら後 日郵送 させて頂 きます。 ご本人の同意を得

た上で、関連学会における発表や修士論文 として公表 します。その際には、個人が特定 さ

れ るこ とはあ りません。 また、お話頂いた内容や情報 は、本研究の 目的以外に使用するこ

とはございません。

7.研 究 に 関 す る質 問や 意 見 な どの連 絡 方 法

この研究は、平成25年 度首都大学東京荒川 キャンパス研 究倫理安全委員会の承認を得て、

実施 しています。研究に関す るご意見 ・質間等があ りま した ら、下記の連絡先 までお知 らせ

下 さい。

敬具

腱 絡先難

伊藤正恵 首都大学東京大学院 人閲健康科学研究科 看護科学域 博士前期課程2年

東京都 ××区 ××××E-mail× ×××Tel:× ×x×

〈指導教授〉

飯村直子 首都大学東京大学院 人間健康科学研究科 看護科学域 教授

東京都 ××区×xx×E僧 艶ai1:× ×××Tel:x× ××
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資料4

× ×× × 様

拝啓

時下、ますます ご清祥のこととお喜び申 し上 げます。

さて、このたび 聴 設で生活す る思春期肢体不 自由児 の 『性 と生』 とい う研究課題 で、

首都 大学東京大学院人 聞健康科学研究科看護科学域 博士前期課程 に在籍 している 伊藤

正恵氏か ら、インタビュー調査をお願 い されま した。この研究は平成25年 度首都大学東京

荒川 キャンパス研 究安全倫理委員会 の承認が得 られてお り、私 もその研究の趣 旨に賛同致

しま した。

私は、施設 関係者 である貴方に、伊藤正恵氏のインタビュー調査へ の協力依頼 をす る事

はインタビュー を拒否 しに くい こともあ り、研究参加への 自由意思を保障す る上で弊害に

なる と思います。 このよ うな観点か ら、伊藤氏か ら同封 された研究依頼書の内容 をご参照

頂き、研 究に協力す るか否かの相談結果 を、研究依頼書の末尾に記載 されている伊藤正恵

氏の連絡先に直接 ご連絡 をして頂 きた く存 じます。

このよ うな手続 きを取る理由は、私 自身か らの直接的な依頼 ではない ことを明かにする

ためです。 この点をご理解頂 きた くこの文書を付け加 えさせていただきま した。

私 と、伊藤正恵氏 との間には一切利害関係 はございませんので、本研究 にご賛同いただ

けなくても、私 自身 と貴方 との関係お よび施設にお けるサポー ト等 はこれまで と何 ら変わ

ることはございませ ん。研究に協力す るか否かをご検討下 さい。

敬具

平成25年 月 臼

紹介者 ×x× ×
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研究代表者用 ・ 研究協力者用

資料5

研究参加 ・協力に関する同意書

私 は、看護研究 「施設で生活する思春期肢体不 自由児の 謄 と生』について、以下

の説 明を受 けま した。(該 当するものにレを して下 さい)

口1。 研究 目的 ・趣 旨 ・方法 について

口2.研 究の参加 について 自由意思で行 うこと

口3.研 究の拒否 は、いつでも遠慮な く申し出ていい こと

口4.拒 否 して も不利益 を受 けない こと

口5.イ ンタ ビュー内容の録音について

口6.研 究 目的以外の情報収集やデー タの使用、発表は しないこと

口7。 個人が特定 され ない よう、匿名 にす ること

口8.研 究についての疑問 ・意見についても随時受 け付 けること

口9.情 報 ・論文 ・発表資料な どは、事前 に確認を した上で開示す ること

口10.個 人情報 は鍵 のかかる場所で保管 し、研究終了後は破棄す ること

この研究の趣 旨を理解 し納得することが出来ま したので、インタ ビュー調査に協

力す ることに同意 します。尚、いつで もこの同意は取 り消す ことが出来 ることも承

知 してお りその場合は意思表示 します。

平成25年 月 日

氏名 印(自 署)

研究結果を希望 しますか。(ど ち らかに○を付けて くだ さい)

希望する 希望 しない

希望 され る場合 は、下記 にご連絡先 をお書き下 さい。

ご住所

ご連絡先(電 話)

説明者署名

(同意書は研 究対象者用 ・研究代表者用 の計二部 を作成 し、それぞれが保管す る。)
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施設からの紹介を介さない研究対象者用

資料6

××x× 様 年 月 賃

施 設 で 生 活 を して い る思 春 期 肢 体 不 自由児 の 「性 と生 」

研究への参加eご 協力のお願 い

拝啓

時下、ます ますのご清祥のこととお喜び申 し上げます。

私 は首都大学東京大学院 人間健 康科学研究科看護科学域 博士前期課程で学んでお り

ます伊藤正恵 と申します。 これまで施設の看護 を行 う中で、特に思春期の子 どもの 「性」

について関わって参 りま した。 そこでは、運動機能制 限や医療的ケアを理由に、また施設

での共同生活や身体的ケアが 日常的 に行われ る中で、様々な ギ性」の課題 を持つに至って

いる子 どもを垣間見 てきま した。 また、生い立ちや障 がい と向き合 う中で、自己肯定感が

低 い ことや他者 との距離が うま く保てない といった子 どもも見受 けられ ました。そ こで、

「性」や 「生」について子 どもと共に考える教育 「性 と生の教室」をi/;年 より実施 して

きま した。 この教室後の聞き取 り調査では、命や生きることへの肯定的な気持ちが表 出さ

れていた一方で、 噛 分 が嫌い」、「人間関係 は難 しい」、「恋愛 ・結婚 ・出産ができるのか」

等、心身共 に大きく成長す る中で、障がいや生育の受け とめをきっかけに自身の 「性や生」

に悩み、葛藤を抱 く様子 が伺えま した。

近年、障がいの重複化、虐待や養育困難 といった社会的な理由によ り、施設に入所す る

子 どもが増加 してお り、 さらに入所期聞が長期化 していると言われています。そのよ うな

環境下で、身体介助 を 日常的に受ける思春期の子 どもの 「性 と生」 を育む看護を考 えるた

めに、思春期 の時期 に施設で生活 していた方が、当時 どのよ うな体験を し、施設退所後の

生活 も含 めてaど の ように自分 自身の 「性 と生」について考えていたのかを明 らかにした

い と考えてお ります。つ きま しては、貴方 に本研究の ご参加mご 協力 を頂 きたい と考 えて

お ります。研 究 目的 と方法は以下の通 りです。研究の趣 旨をご理解の上、ご協力頂 けます

よ う、何卒よろしくお願 い申し上げます。

1.研 究 目的 と意 義

本研究は、施設で生活を している思春期の子 どもの ギ性 と生」 についての思いを明 ら

かにす ることを 目的 としています。 この研究 目的が明 らかになることで、施設で生活 を

送 る思春期肢体不 自由児が、 自らの 「性 と生」を受け とめ、他者 との より良い生き方を

見出す援助について考 え、実践することに繋が ります。また、思春期肢体不 自由児 の 「性」

を尊重 した 日常的身体ケアについて最善の方法を考えることが出来ます。

2.研 究 期 間

平成25年 度 首都 大学東京荒川キャンパス研究安全倫理委員会及び、施設の倫理委員会承

認後か ら、平成26年1月 までとします。

3.研 究 方 法(ご 協力いただきたい内容)

今まで障がい と共に生 きてきた 自身の人生 を振 り返 り、その中で生 じた 「性 と生」 に関

す る想 いや体験について、以下を踏 まえ自由に語って頂 ければ と存 じます。

①思春期 の時期 に、大人へ変化す る体や障がいについてどのよ うに受けとめていたか

②施設入所 中に、性 に関 して どのよ うな体験や思いを したのか
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③施設退所後 から現在 を振 り返 り、施設入所 中に どのよ うな性に関す るケアが必要であ

る と思 うか

イ ンタビューは、貴方 の都 合の良い 日程 と場所 を優先致 します。 インタ ビュー時間は、

30分 ～1時 間を予定 してお ります。また、お話頂いた内容 については、許可を得てICレ コ

ーダーに録音 させ て頂 きたい と思っています。

4.研 究 参 加 協 力 の 自由意 思 と拒 否 権

この研 究へ のご協力は 自由です。研 究に同意 され た方のみに、インタビューをお願いす

るものです。 同意 できない場合は遠慮な くその旨をお伝え くだ さい。一度 ご協力に同意頂

いた後で も、研 究への参加 を取 りや めたい と思われ た時にはいつで も中止す る事が出来ま

すので、その時はご連絡 を下 さい。 この研究参加 に同意 されないことで、不利益が生 じる

ことは一切 ございません。 ご都合 が悪い場合 は、インタビュー 日時の予定を変更する事 も

可能です。 インタビュー内容 は上記の通 りです。 自身 の性や障がい、生い立ちに関す る質

問内容を聞かせて頂 くため、思い出 したくない体験を回想 させて しま う可能性があ ります。

そ こで、 あらか じめ話 した くない内容に関 しては話 さなくてよい権利 が保障 されてお り、

イ ンタ ビュー中に不快な心身 に負荷が生 じた場合、いつで もインタビューを中止す ること

が出来ます。

5.プ ライ バ シー 及 び 個 人 情 報 の保 護

プライバ シーが保たれ る会議室等でインタビューを行い、データ内容は、氏名や個人が

特定できる内容 を全て暗号化 し、パス ワー ドをかけ、紛失 などないよう厳重に保管致 しま

す。発表の際にも匿名化 を徹底 し、研究終了後は全ての電子デ.._...タを初期化 し、紙データ

はシュ レッダーをかけます。

6.研 究 結 果 の 開 示 と公 表 に つ い て

研 究結果 についてご希望が ございま したら後 日郵送 させ て頂 きます。 ご本人の同意を得

た上で、関連学会にお ける発表や修士論文 として公表 します。その際には、個人が特定さ

れ ることはあ りません。 また、お話頂いた内容や情報は、本研究の 目的以外に使用するこ

とは ございませ ん。

7.研 究 に関 す る質 問や 意 見 な どの 連 絡 方 法

この研究 は、平成25年 度首都大学東京荒川キャンパス研 究倫理安全委員会の承認 を得

て、実施 しています。研 究に関す るご意見 ・質問等があ りま したら、下記の連絡先までお

知 らせ下 さい。

敬具

縫 絡先1

伊藤正恵 首都大学東京大学院 人間健康科学研究科 看護科学域 博士前期課程2年

東京都 ××区××X×E・ 艶謡:× ×××Tel:× ××X

〈指導教授〉

飯村直子 首都大学東京大学院 人間健康科学研究科 看護科学域 教授

東京都 ××区××X×E瓢a蓋:× ×××Tel:X× ×X
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